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本
会
議
質
疑

質
疑

市
長

質
疑

市
長

質
疑

市
長

平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
会

は
、
去
る
九
月
四
日
か
ら
十
月
一

日
ま
で
の
二
十
八
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
報
告
六
件
、
条
例
六

件
、
そ
の
他
四
件
、
決
算
認
定
十

三
件
、
補
正
予
算
十
一
件
が
上
程

さ
れ
た
。

一
般
質
問
に
は
十
八
名
が
登
壇

し
、
市
長
と
の
活
発
な
論
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

な
お
、
平
成
二
十
年
度
の
決
算

は
、
本
定
例
会
で
上
程
さ
れ
、
予

算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
と
各
常

任
委
員
会
に
付
託
、
最
終
日
の
本

会
議
で
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

と
も
認
定
さ
れ
た
。

◇
議
案
第
七
十
一
号
、
財
産
の
無

償
譲
渡
に
つ
い
て

�
本
件
は
合
併
時
の

事
務
調
整
項
目
で
懸
案
課
題
と

な
っ
て
い
た
の
か
。

�
漁
協
へ
の
債
務
は
本
件
の
み
か
。

�
土
地
の
譲
渡
が
困
難
な
状
況
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

�
現
時
点
で
本
件
土
地
の
賃
借
契

約
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

一
点
目
〜
合
併
時
の

事
務
調
整
項
目
で
は
な
か
っ
た
。

二
点
目
〜
西
彼
漁
協
と
の
間
で
契

約
を
締
結
し
債
務
を
負
っ
て
い
る

の
は
本
件
の
み
で
あ
る
。

三
点
目
〜
当
該
土
地
の
一
部
は
、

現
在
、
国
有
名
義
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
譲
渡
す
る
た
め
に
は
国
か

ら
払
い
下
げ
を
必
要
と
す
る
が
、

そ
の
場
合
公
共
の
目
的
が
前
提
で

譲
渡
が
困
難
と
判
断
し
て
い
る
。

四
点
目
〜
本
件
土
地
は
旧
西
彼
町

に
お
い
て
漁
業
振
興
の
観
点
か
ら

公
共
的
団
体
の
公
益
事
業
に
供
す

る
も
の
と
し
て
無
償
貸
付
し
て
い
る
。

◇
議
案
第
八
十
六
号
、
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
二
号
）に
つ
い
て

�
西
彼
総
合
支
所
を

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
に
移
転
す
る
構
想

の
中
で
、
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
再
生
検

討
委
員
会
で
市
役
所
本
庁
と
し
て

の
提
言
が
さ
れ
て
い
る
。

�
支
所
移
転
に
つ
い
て
は
西
彼
町

住
民
の
理
解
が
重
要
で
は
。

�
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
利
活
用
で
公
的

資
金
を
際
限
な
く
投
入
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
か
心
配
だ
。
民
間
主

導
で
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
。

一
点
目
〜
市
役
所
本

庁
と
し
て
の
利
用
は
考
え
て
い
な

い
。
他
に
利
用
と
し
て
は
文
化
施

設
や
西
海
市
の
情
報
発
信
の
拠
点

等
の
配
置
を
考
え
て
い
る
。

二
点
目
〜
八
月
に
西
彼
地
区
行
政

区
長
会
、
地
域
審
議
会
に
移
転
の

説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
西
彼
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
住
民
説
明

会
を
開
い
た
。
そ
の
中
で
住
民
の

意
見
は
賛
否
両
論
で
あ
っ
た
が
、

強
い
反
対
論
も
な
く
一
定
の
理
解

を
得
た
も
の
と
判
断
し
た
。
今
後

必
要
が
あ
れ
ば
地
区
説
明
会
を
開

き
、
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
一
層
努
力
す
る
。

三
点
目
〜
Ａ
ゾ
ー
ン
に
は
公
共
的

施
設
、
Ｂ
、
Ｃ
ゾ
ー
ン
に
は
企
業

や
商
業
者
な
ど
を
企
業
誘
致
的
発

想
で
進
め
る
。
建
物
等
の
改
装
費

は
民
間
参
入
者
負
担
で
改
装
を
お

願
い
し
て
い
く
。

公
的
施
設
、
文
化
会

館
、
図
書
館
、
資
料
館
、
市
の
情

報
発
信
基
地
構
想
の
中
で
、
今
回

一
億
五
千
万
円
の
補
正
が
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
予
算
的
に
ど
の
程

度
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
ゾ
ー
ン
は
公
共
施

設
、
特
に
文
化
施
設
と
西
海
市
の

観
光
事
業
の
発
信
基
地
も
対
象
と

な
る
。

Ｂ
ゾ
ー
ン
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の

部
分
に
つ
い
て
は
、そ
の
価
値
感
を

考
え
る
と
民
間
の
方
も
必
要
と
す

る
だ
ろ
う
。
そ
の
改
修
費
は
当
然
、

民
間
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
。

Ｃ
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
福
祉

ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
、
活
用
は
民

間
の
方
々
で
整
備
は
努
力
し
て
い

た
だ
く
。
運
営
会
社
に
つ
い
て
は

今
後
、
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

平平成成２２１１年年
第第３３回回 ９９月月定定例例会会
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主
な
質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

補
正
の
内
容
は
、
交
付
額
が
確

定
し
た
普
通
交
付
税
、
前
年
度
繰

越
金
及
び
国
の
補
正
予
算
の
地
域

活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
を
財
源
に
緊
急
を
要
す
る
事
業
、

住
民
生
活
に
直
結
す
る
基
盤
整
備

事
業
、
生
活
弱
者
に
対
す
る
事
業

を
重
点
に
計
上
。

主
な
も
の
で
「
地
域
公
共
バ
ス

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
促
進
」「
旧
長

崎
オ
ラ
ン
ダ
村
利
活
用
」「
子
育

て
応
援
特
別
手
当
」「
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
」「
小
型
ポ

ン
プ
積
載
車
購
入
」「
学
校
耐
震

改
修
」
事
業
な
ど
を
計
上
し
、
市

総
合
計
画
の
実
現
を
図
る
。

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地

へ
の
西
彼
総
合
支
所

移
転
案
に
つ
い
て

跡
地
利
活
用
の
委
託

料
と
工
事
費
の
詳
細
な
説
明
を
。

改
修
の
設
計
委
託
料
、

管
理
委
託
料
、
シ
ロ
ア
リ
対
策
の

設
計
委
託
料
が
含
ま
れ
、
工
事
費

の
内
訳
は
、
内
装
工
事
全
般
と
浄

化
槽
整
備
、
電
気
工
事
、
空
調
・

給
水
工
事
、
併
せ
て
防
災
無
線
の

移
設
費
で
あ
る
。

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地

利
用
の
全
体
像
が
見
え
な
い
。
確

認
す
る
が
、
道
路
な
ど
共
有
部
分

の
整
備
は
市
が
行
い
、
後
は
民
間

で
行
う
の
か
。共

有
部
分
は
公
共
投

資
が
必
要
で
あ
る
。

改
修
費
用
の
内
、
市

側
負
担
が
ど
れ
く
ら
い
か
、
民
間

の
投
資
部
分
は
ど
れ
く
ら
い
か
、

は
っ
き
り
し
て
ほ
し
い
。

一
度
に
旧
オ
ラ
ン
ダ

村
再
生
は
困
難
と
判
断
、
そ
こ
で

跡
地
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
で
き
る
所
か

ら
再
生
し
た
い
。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
西
彼
総
合
支
所

移
転
、
情
報
発
信
基
地
、
文
化
施

設
に
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
民
間
活
力

で
の
再
生
を
考
え
て
い
る
。
Ｃ
ブ

ロ
ッ
ク
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
に
も

良
く
、

で
き
た

ら
福
祉

施
設
的

な
利
活

用
の
構

想
で
進

め
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
に

つ
い
て

今
、
市
民
の
切
実
な

問
題
だ
、
一
刻
も
早
く
対
策
を
見

直
し
、
今
後
の
補
正
で
着
手
し
て

ほ
し
い
。

イ
ノ
シ
シ
問
題
は
市

内
農
業
を
根
底
か
ら
覆
す
事
態
だ
。

要
望
の
状
況
を
聞
き
、
補
助
金
実

施
要
綱
の
内
部
検
討
を
行
い
見
直

し
を
図
る
。
来
年
の
当
初
予
算
に

向
け
て
財
政
部
局
と
協
議
を
す
る
。

◆
修
正
動
議
（
杉
本
議
員
他
八
名

が
提
出
）

計
画
が
具
体
性
に
乏
し
く
、
将

来
の
財
政
負
担
が
は
っ
き
り
し
な

い
支
所
移
転
に
関
し
、
住
民
へ
の

説
明
不
足
な
ど
予
算
案
は
拙
速
で

あ
り
、
そ
こ
で
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡

地
に
係
る
予
算
、
一
億
五
千
六
百

九
十
三
万
円
を
減
額
す
る
修
正
案

を
提
出
。（
可
否
同
数
の
た
め
委

員
長
裁
決
で
修
正
案
否
決
）

◆
附
帯
決
議
（
平
井
議
員
及
び
賛

成
者
八
名
が
提
出
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
提
出
。

�
執
行
に
あ
た
り
、
地
域
中
小
企

業
の
受
注
機
会
へ
の
配
慮
の
上
で

西
海
市
内
の
業
者
を
最
優
先
し
て

指
名
を
図
る
こ
と
。

�
西
彼
総
合
支
所
移
転
で
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
こ

と
、
ま
た
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
再
活
用

で
新
た
な
公
共
投
資
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。（
可

否
同
数
の
た
め
委
員
長
裁
決
で
原

案
可
決
）

平成２１年度
一般会計 補正予算（第２号）

歳入歳出総額２０４億９０００万円に
今回補正額１７億３５２５万円原案可決
旧オランダ村跡地への
西彼総合支所移動費用

��

��

��

��

一般会計
補正予算（２号）
可・否
１０：９
○
○
●
●
○
●
●
●
○
●
○
●
●
●
○
○
○
○
○

議 案

結 果

平井 満洋
朝長 隆洋
小嶋 俊樹
宮本 一昭
山口 好晴
中尾 清敏
平野 直幸
�田 年位
田川 正毅
杉澤 泰彦
永田 良一
杉本 秀伸
佐嘉田敏雄
井田 利定
浅田 幸夫
佐々木義信
田口 昇
岩本 利雄
中里 悟

議席
番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９

本会議の
記名投票による採決の結果

○は賛成 ●は反対

西彼総合支所旧オランダ村跡地
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→
→
→
→
→
→

→
→

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
他
十
件
）

の
決
算
は
、
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
と
各
常
任
委
員
会
に
付
託
。

十
六
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
審
査
を
し
た
結
果
、
認
定
と
し
た
。

（
表
１
）
の
と
お
り
、
一
般
会
計
等
の
決
算
並
び
に
全
会
計
連
結
決

算
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な
っ
た
。

ま
た（
表
２
）の
と
お
り
昨
年
度
に
比
べ
、
概
ね
改
善
さ
れ
た
。
県
内

の
十
三
市
の
中
で
は
、「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
�
番
目
↓
�
番
目
に
、

「
経
常
収
支
比
率
」
は
�
番
目
↓
�
番
目
に
、
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
を
示
す
「
将
来
負
担
比
率
」
は

八
十
八
・
六
％
で
�
番
目
↓
�
番
目
と
な
り
、
早
期
健
全
化
の
基
準
値

で
あ
る
三
百
五
十
％
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
、
小
中
学
校
等
公
共
施
設
の
耐
震
化
工
事
な
ど
大
型
事
業

が
控
え
て
お
り
、
効
率
的
か
つ
健
全
な
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

平成２０年度

一般会計及び
特別会計認定

差 引
４４，２２８，９３１
△３１，２６９，２５９
２１，１８５，２３０
△３４，３３８，８００
１３，５２０，８３２

０
１３，３２６，９３４

支 出
１８７，５６８，０３１
１５１，５５２，７０９
６５，８９４，２２９
１４０，３３８，８００
５９７，８４２，２２６
２９，０３５，９２９

１，１７２，２３１，９２４

収 入
２３１，７９６，９６２
１２０，２８３，４５０
８７，０７９，４５９
１０６，０００，０００
６１１，３６３，０５８
２９，０３５，９２９

１，１８５，５５８，８５８

会 計 別
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

合 計

水 道

工 業 用 水

市 立 病 院

執 行 率
支出
９１．３
９５．８
９５．８
９８．６
９８．５
１００．０
９８．２
９９．９
９６．０
９５．７
９８．１
９８．４
９７．３
９３．５

収入
９５．４
９８．１
１００．４
９９．７
１００．６
１００．０
９９．２
９９．９
１０１．４
１０２．６
１０２．４
９９．２
９９．８
９７．０

差引残額

８７５，８９６，４６０
１０５，５３９，５３７
１２，３７４，７３２
３，４４８，１８５
２２，６１１，８６４

５，８１３
２２，６４４，６３０

０
６，３５０，６０４
１５，９９９，１９１
１２９，６１６，２３６
２４２，０５６

３１８，８３２，８４８
１，１９４，７２９，３０８

決 算 額
支出済額
１９，７３６，４９８，６１７
４，３６５，８１９，１４３
２５９，２３７，４５９
３０２，９８２，３１５
１，０６１，６７０，３５３
５７６，３７１，４１０
２，３２１，１７３，４４８
２，０３４，３７２
１１３，８３３，５１０
２２１，２７０，１５７
２，９１１，９３１，７９７
３０，３６０，８４４

１２，１６６，６８４，８０８
３１，９０３，１８３，４２５

収入済額
２０，６１２，３９５，０７７
４，４７１，３５８，６８０
２７１，６１２，１９１
３０６，４３０，５００
１，０８４，２８２，２１７
５７６，３７７，２２３
２，３４３，８１８，０７８
２，０３４，３７２
１２０，１８４，１１４
２３７，２６９，３４８
３，０４１，５４８，０３３
３０，６０２，９００

１２，４８５，５１７，６５６
３３，０９７，９１２，７３３

予算現額

２１，６０８，５８８，０００
４，５５７，８５０，０００
２７０，５７８，０００
３０７，３４４，０００
１，０７７，４３２，０００
５７６，３７６，０００
２，３６３，６４８，０００
２，０３６，０００
１１８，５６０，０００
２３１，２５３，０００
２，９６９，５０４，０００
３０，８６３，０００

１２，５０５，４４４，０００
３４，１１４，０３２，０００

会 計 別

一 般 会 計
国保（事業）
国保（直診）
後期高齢者医療
簡 易 水 道
老 人 保 健
下 水 道
宅地開発事業
交 通 船

特養大崎やすらぎ荘
介 護 保 険 （ 保 険 ）
介護保険（サービス）

小 計
合 計

特

別

会

計

平成２０年度

７
１
９
７
５
７

９
６

平成１９年度

７
９
１０
７
９
６

１０
７

対前年度比較
２０２，１９８千円
△１７２，３５４千円
８０７，８１４千円
△０．００４

△８．９ポイント
△０．８８ポイント
△１．３ポイント
△３．４ポイント
△０．３ポイント
１，２５０，３９１千円
△１，０８４，３８８千円
△２８１，１６３千円
△０．６ポイント
△１９．１ポイント

平成１９年度
９，１０６，３５７千円
３，１５９，５１１千円
１１，６３４，３６３千円

０．３４３
９６．３％
３．９０％
１７．０％
１９．６％
１１．５％

６，４９０，０１９千円
２８，９６０，１４０千円
１，５２１，３００千円
１６．１％
１０７．７％

平成２０年度
９，３０８，５５５千円
２，９８７，１５７千円
１２，４４２，１７７千円

０．３３９
８７．４％
３．０２％
１５．７％
１６．２％
１１．２％

７，７４０，４１０千円
２７，８７５，７５２千円
１，２４０，１３７千円
１５．５％
８８．６％

区 分
基準財政需要額
基準財政収入額
標準財政規模
財 政 力 指 数
経常収支比率
実質収支比率
公 債 費 比 率
債務負担行為を含む
公 債 費 比 率

起債制限比率
基 金 現 在 高
地方債現在高
債務負担行為額
実質公債費比率
将来負担比率

（表１） 平成２０年度会計別決算総額状況 （単位：円・％）

公営企業会計 （単位：円）

学校耐震化（西彼中）

（表２）決算統計による各種財政指標 （県内１３市中の順位）
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結 果

報告済み

報告済み

報告済み

報告済み
報告済み
報告済み
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

件 名

生き活き咲き都株式会社平成２０事業年度決算報告について
株式会社大島町中央商店街振興公社平成２１事業年度事業計画及び予算並びに平成２０事
業年度決算報告について
財団法人西海市農業振興公社平成２１事業年度事業計画及び予算並びに平成２０事業年度
決算報告について
平成２０年度決算に係る健全化判断比率の報告について
平成２０年度決算に係る資金不足比率の報告について
平成２０年度決算に係る財務書類４表の報告について
西海市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西海市営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
西海市税条例の一部を改正する条例の制定について
特別養護老人ホーム大崎やすらぎ荘の設置及び管理に関する条例の全部を改正する条
例の制定について
西海市西彼漁船漁具保全施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定につ
いて
西海市大島漁船保全修理施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定につ
いて
財産の無償譲渡について
財産の無償譲渡について
財産の無償譲渡について
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について
平成２０年度西海市一般会計決算認定について
平成２０年度西海市国民健康保険特別会計決算認定について
平成２０年度西海市後期高齢者医療特別会計決算認定について
平成２０年度西海市簡易水道事業特別会計決算認定について
平成２０年度西海市老人保健特別会計決算認定について
平成２０年度西海市下水道事業特別会計決算認定について
平成２０年度西海市宅地開発事業特別会計決算認定について
平成２０年度西海市交通船特別会計決算認定について
平成２０年度西海市特別養護老人ホーム大崎やすらぎ荘特別会計決算認定について
平成２０年度西海市介護保険特別会計決算認定について
平成２０年度西海市水道事業会計決算認定について
平成２０年度西海市工業用水道事業会計決算認定について
平成２０年度西海市立病院事業会計決算認定について
平成２１年度西海市一般会計補正予算（第２号）
平成２１年度西海市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成２１年度西海市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成２１年度西海市老人保健特別会計補正予算（第１号）
平成２１年度西海市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２１年度西海市交通船特別会計補正予算（第１号）
平成２１年度西海市特別養護老人ホーム大崎やすらぎ荘特別会計補正予算（第１号）
平成２１年度西海市介護保険特別会計補正予算（第１号）
平成２１年度西海市水道事業会計補正予算（第１号）
平成２１年度西海市工業用水道事業会計補正予算（第１号）
平成２１年度西海市立病院事業会計補正予算（第１号）

議案番号

報告第１１号

報告第１２号

報告第１３号

報告第１４号
報告第１５号
報告第１６号
議案第６３号
議案第６４号
議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号
議案第７０号
議案第７１号
議案第７２号
議案第７３号
議案第７４号
議案第７５号
議案第７６号
議案第７７号
議案第７８号
議案第７９号
議案第８０号
議案第８１号
議案第８２号
議案第８３号
議案第８４号
議案第８５号
議案第８６号
議案第８７号
議案第８８号
議案第８９号
議案第９０号
議案第９１号
議案第９２号
議案第９３号
議案第９４号
議案第９５号
議案第９６号

審議された案件と結果
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

○
西
海
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◇
勤
務
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
を

特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
要
す
る
週

休
日
に
振
り
替
え
る
場
合
、
四
時

間
を
単
位
と
し
て
振
り
替
え
る
こ

と
と
し
て
い
た
。
振
り
替
え
よ
う

と
す
る
勤
務
日
の
勤
務
時
間
が
午

前
で
あ
る
場
合
と
午
後
で
あ
る
場

合
と
で
、
振
り
替
え
る
べ
き
時
間

そ
の
他
振
替
方
法
を
明
確
に
定
め

る
。
ま
た
、
労
働
基
準
法
上
、
原

則
と
し
て
一
斉
に
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
休

暇
時
間
に
つ
い
て
証
明
書
発
行
の

窓
口
業
務
等
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

場
合
に
こ
れ
を
一
斉
に
与
え
な
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
務

員
法
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
条
例
に
よ
り
定
め
る

こ
と
と
し
て
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

昼
休
み
の
窓
口
業
務

は
、
何
人
体
制
か
。

市
民
生
活
課
の
場
合

四
人
の
内
二
人
が
対
応
し
て
い
る
。

他
の
部
署
で
も
対
応
で
き
て
い
る
。

原
案
可
決

○
西
海
市
営
駐
車
場
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◇
消
防
行
政
の
充
実
を
図
る
た
め
、

西
海
市
大
瀬
戸
町
の
樫
浦
駐
車
場

の
一
部
を
廃
止
し
、
同
箇
所
に
消

防
格
納
庫
を
建
設
す
る
も
の
で
あ

る
。
併
せ
て
、
廃
止
す
る
駐
車
場

の
代
替
と
し
て
近
傍
の
駐
車
場
を

借
上
げ
、
新
た
に
名
称
を
樫
浦
第

二
駐
車
場
と
し
て
加
え
る
も
の
で

あ
る
。
現
在
の
樫
浦
駐
車
場
の
内
、

随
時
駐
車
場
の
名
称
を
樫
浦
第
一

駐
車
場
と
し
、
料
金
改
定
を
行
う

も
の
で
あ
る
。駐

車
料
金
は
ど
う
な

る
か
。

樫
浦
第
一
駐
車
場
は

一
日
の
料
金
を
上
限
一
千
円
と
す

る
。
樫
浦
第
二
駐
車
場
の
料
金
は

月
額
四
千
二
百
円
と
す
る
。

原
案
可
決

○
西
海
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
個
人
の
市
民
税
に
係
る
寄
附
金

税
額
控
除
の
対
象
に
つ
い
て
、
現

在
、
地
方
公
共
団
体
や
所
在
地
の

共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
の

支
部
に
対
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て

い
る
が
、
新
た
に
所
得
税
の
寄
附

金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
の

う
ち
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
住
民

の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の

と
し
て
、
税
条
例
で
控
除
の
対
象

を
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
指
定

の
内
容
は
学
校
法
人
、
社
会
福
祉

法
人
等
へ
の
寄
附
金
の
対
象
を
県

内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
又
は

団
体
に
対
す
る
寄
附
金
の
地
域
指

定
を
行
う
も
の
と
、
長
崎
県
知
事

又
は
長
崎
県
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
た
公
益
信
託
に
支
出
し
た

寄
附
金
を
対
象
と
し
て
規
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
県
内
に
は
五
百
四

十
三
団
体
が
あ
る
。

市
内
の
団
体
に
制
度

の
周
知
を
行
う
の
か
。

市
内
の
社
会
福
祉
法

人
の
団
体
を
全
て
把
握
し
て
い
な

い
。
学
校
法
人
は
三
団
体
で
あ
る
。

今
回
の
指
定
は
県
内
に
な
っ
て
い

る
の
で
全
て
の
団
体
に
は
示
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
今
後
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
用

し
て
周
知
し
た
い
。

原
案
可
決

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
宅
地

開
発
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

◇
西
彼
町
の

パ
ー
ル
タ
ウ

ン
せ
い
ひ
と

大
島
町
の
夕

映
台
の
決
算

で
あ
る
。

現
在
の
分
譲
実
績
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

夕
映
台
は
十
八
区
画

中
六
区
画
が
分
譲
完
了
、
十
二
区

画
の
残
。
パ
ー
ル
タ
ウ
ン
せ
い
ひ

が
三
十
六
区
画
中
二
十
八
区
画
が

分
譲
完
了
、
八
区
画
の
残
で
あ
る
。

各
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
市

の
広
報
紙
等
で
宣
伝
を
し
て
い
く
。

認
定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
交
通

船
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て◇西
海
市
交
通
船
Ｎ
ｅ
ｗ
松
島
の

決
算
で
あ
る
。

要
望中

間
検
査
、
定
期
検
査
は
費
用

が
高
額
に
な
る
た
め
、
入
札
に
よ

り
造
船
所
を
決
め
て
い
る
が
、
海

上
輸
送
と
い
う
特
殊
事
情
の
中
で

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
の

で
安
全
性
確
保
の
た
め
に
は
、

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
的
な
視
点
で
造

船
所
を
絞
り
込
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
。

認
定

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
交

通
船
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

◇
百
八
十
七
万
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

一
億
二
千
七
十
六
万
三
千
円
と
す

る
。
主
な
内
容
は
、
歳
出
の
一
般

管
理
費
に
お
い
て
、
職
員
共
済
組

合
負
担
金
の
率
の
改
定
に
よ
る
増

額
及
び
職
員
の
退
職
に
伴
う
臨
時

職
員
賃
金
等
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
る
。

現
在
の
人
員
の
構
成

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

船
長
三
人
、
機
関
長

三
人
、
甲
板
員
二
人
の
合
計
八
名

で
あ
る
。

今
後
の
方
針
と
し
て

は
、
交
通
船
は
市
職
員
で
対
応
す

る
の
か
。

旧
大
瀬
戸
町
時
代
に

も
一
本
化
の
議
論
は
し
た
が
難
し

か
っ
た
。
公
営
企
業
か
ら
民
間
へ

の
急
な
移
行
は
難
し
い
。原

案
可
決

夕映台交通船 New松島

パールタウンせいひ
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

○
西
海
市
西
彼
漁
具
保
全
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

○
西
海
市
大
島
漁
船
保
全
修
理

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

◇
こ
の
施
設
は
漁
協
を
指
定
管
理

者
と
し
て
い
る
市
の
公
施
設
、
こ

れ
を
廃
止
、
財
産
の
無
償
譲
渡
の

議
決
を
経
て
、
漁
協
所
有
と
す
る
。

こ
の
施
設
の
譲
渡
に

対
し
西
海
大
崎
漁
協
、
西
彼
漁
協

と
の
協
議
の
内
容
は
。

各
漁
協
に
は
指
定
管

理
の
契
約
時
か
ら
将
来
的
に
民
間

移
譲
の
考
え
を
話
し
て
い
る
。
台

車
が
老
朽
化
し
、
平
成
十
九
年
度

補
修
を
し
た
時
点
で
無
償
譲
渡
で

話
を
し
た
。

平
成
十
九
年
度
補
修

は
。

西
彼
は
台
車
と
高
圧

洗
浄
機
の
二
台
分
の
補
修
改
修
、

合
計
三
百
七
十
一
万
円
、
大
島
は

四
百
四
万
円
で
あ
る
。

無
償
譲
渡
す
る
の
は
。

上
物
の
施
設
だ
け
の

譲
渡
で
、
防
波
堤
と
か
護
岸
、
車

路
の
部
分
は
漁
港
の
機
能
的
施
設

の
一
部
で
市
で
管
理
す
る
。

原
案
可
決

○
財
産
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

◇
公
有
水
面
埋
立
に
伴
う
西
彼
町

大
串
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
の
際
、

旧
西
彼
町
と
昭
和
五
十
九
年
七
月

五
日
付
で
西
彼
漁
協
と
取
り
交
わ

し
た「
海
面
消
滅
補
償
費
等
契
約
」

第
三
条
の
約
定
に
基
づ
き
、
西
海

市
が
当
該
埋
立
地
の
一
部
を
同
漁

協
へ
無
償
譲
渡
す
る
債
務
を
負
っ

て
い
る
土
地
の
譲
渡
が
困
難
な
た

め
、
同
契
約
同
条
の
約
定
を
双
方

協
議
の
う
え
変
更
し
、
代
替
地
と

し
て
、
無
償
譲
渡
す
る
。

昭
和
六
十
一
年
に
は

県
か
ら
埋
立
竣
功
が
許
可
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
六
十
二
年
ま
で
に
早

期
に
措
置
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
。

契
約
変
更
の
議
案
で

な
く
財
産
の
無
償
譲
渡
の
議
案
で

あ
る
た
め
当
該
議
案
が
可
決
さ
れ

た
後
契
約
変
更
を
行
い
た
い
。

○
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確

認
及
び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ

い
て

◇
西
海
市
平
島
地
区
の
公
有
水
面

埋
立
て
に
よ
り
あ
ら
た
に
土
地
が

生
じ
、
字
の
区
域
の
変
更
を
要
す

る
。
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

議
決
を
求
め
る
。

原
案
可
決

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

認
定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

認
定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て認定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
工
業

用
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

認
定

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

原
案
可
決

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

◇
千
四
十
三
万
六
千
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
十
九
億
七
千
七
百
五
十
五
万
九

千
円
と
す
る
。
補
正
の
内
容
は
、

歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
及
び
一

般
会
計
繰
入
金
を
計
上
す
る
。
歳

出
は
、
農
業
集
落
排
水
施
設
及
び

地
域
し
尿
処
理
施
設
の
修
繕
及
び

補
修
工
事
に
よ
る
も
の
。原

案
可
決

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

原
案
可
決

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
工

業
用
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

原
案
可
決

産
業
建
設
常
任
委
員
長
報
告

委
員
会
審
査
に
お
い
て
長
時
間

の
審
査
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た

「
議
案
第
七
十
一
号
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て
」
を
報
告
す
る
。

昭
和
五
十
九
年
、
西
彼
町
漁
協
と

旧
西
彼
町
が
締
結
し
た
「
海
面
消

滅
補
償
費
等
契
約
」
第
三
条
に
お

い
て
、「
埋
め
立
て
た
土
地
の
中

の
国
名
義
の
土
地
約
百
二
十
坪
を

漁
協
に
無
償
譲
渡
す
る
」
旨
を
規

定
し
て
い
る
。
委
員
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
の
旧
西
彼
町
時
代
に
お
け

る
漁
協
と
の
協
議
に
対
し
て
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
、
不
備
な
部
分

に
つ
い
て
の
指
摘
事
項
が
議
論
さ

れ
た
。

本
年
五
月
二
十
一
日
の
漁
協
と

の
協
議
で
は
、
契
約
条
項
の
変
更

に
つ
い
て
、
市
が
漁
協
に
提
案
を

行
っ
た
。
現
組
合
長
か
ら
、
本
年

七
月
十
三
日
に
「
契
約
条
項
第
三

条
の
変
更
協
議
に
同
意
す
る
」
こ

と
が
通
知
さ
れ
て
い
る
。

第
三
条
の
約
定
を
変
更
し
、
代

替
地
と
し
て
議
案
第
七
十
一
号
の

土
地
を
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
あ

る
。理

事
者
側
は
、
こ
の
議
案
は
契

約
変
更
の
議
案
で
は
な
く
、
財
産

の
無
償
譲
渡
の
議
案
で
あ
る
た
め
、

当
該
議
案
が
可
決
さ
れ
た
後
、
契

約
変
更
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
。

委
員
会
審
査
に
あ
た
っ
て
、
よ
り

分
り
や
す
い
説
明
と
充
分
な
準
備

を
も
っ
て
、
適
切
な
答
弁
が
で
き

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

無償譲渡代替地（西彼町漁協の横）

大島漁船修理船台
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厚
生
常
任
委
員
会

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
崎

や
す
ら
ぎ
荘
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
新
た
に
使
用
料
の
規
定
す
る
ほ

か
、
全
面
的
に
条
項
の
見
直
し
を

行
う
。

原
案
可
決

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

歳
入
で
不
納
欠
損
額

が
あ
る
が
、
時
効
は
何
年
か
。

消
滅
時
効
は
、
基
本

的
に
は
五
年
で
あ
る
。

不
納
欠
損
額
の
内
容

は
。

昭
和
六
十
年
か
ら
平

成
十
八
年
ま
で
で
、
百
三
十
六
人

分
で
あ
る
。

こ
の
他
、
収
納
率
の
向
上
対
策

ほ
か
質
疑
が
あ
っ
た
。

認
定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

認
定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
老
人

保
健
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

認
定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
崎
や
す
ら

ぎ
荘
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

認
定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

認
定

○
平
成
二
十
年
度
西
海
市
立
病

院
事
業
決
算
認
定
に
つ
い
て

決
算
書
の
報
告
の
中

に
「
民
間
移
譲
を
進
め
る
」
と
あ

る
が
、
こ
の
文
言
は
い
い
の
か
。

二
十
年
度
と
し
て
は
、

こ
う
い
っ
た
ま
と
め
方
に
な
る
。

改
革
プ
ラ
ン
は
、
二

十
年
度
中
に
策
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
他
、
報
告
文
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
審
査
の
状
況
を
、

委
員
長
が
報
告
す
る
こ
と
を
ま
と

め
と
し
、
終
結
し
た
。

認
定

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

◇
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
医

療
費
に
係
る
、
増
加
見
込
み
及
び

前
期
高
齢
者
交
付
金
の
減
額
に
よ

る
。
歳
出
で
は
、
平
成
二
十
年
度

医
療
給
付
費
実
績
に
よ
り
、
国
庫

支
出
金
及
び
交
付
金
の
返
還
金
の

確
定
に
よ
る
。介

護
従
事
者
処
遇
改

善
臨
時
特
例
交
付
金
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
反
映
は
い
つ
か
ら
か
。

介
護
保
険
の
報
酬
で
、

平
成
二
十
一
年
四
月
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
か
ら
に
な
る
。

職
員
手
当
の
内
訳
の

中
で
、
特
地
勤
務
手
当
と
あ
る
が
、

こ
れ
の
内
容
は
。

江
島
、
平
島
の
出
張

所
、
診
療
所
に
勤
務
し
た
場
合
に

は
、
異
動
し
て
か
ら
最
初
の
四
年

間
は
給
料
の
二
十
％
、
五
年
目
、

六
年
目
は
十
％
支
給
す
る
よ
う
に

規
定
し
て
い
る
。

江
島
診
療
所
の
松
野

下
先
生
の
後
任
の
専
門
は
何
か
。

後
任
は
佐
上
先
生
。

十
月
一
日
付
と
な
る
。
専
門
は
内

科
で
あ
る
。

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

◇
平
成
二
十
年
度
の
老
人
保
健
医

療
費
の
精
算
に
伴
う
も
の
。

原
案
可
決

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
崎
や
す

ら
ぎ
荘
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

◇
平
成
二
十
年
度
決
算
額
の
確
定

で
、
繰
越
金
に
千
二
百
九
十
九
万

九
千
円
を
計
上
。
歳
出
で
は
、
看

護
業
務
手
当
の
廃
止
で
、
人
件
費

六
十
五
万
二
千
円
を
減
額
、
積
立

金
に
六
百
五
十
万
円
を
計
上
。

原
案
可
決

○
平
成
二
十
一
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

◇
平
成
二
十
年
度
介
護
給
付
負
担

金
の
精
算
に
伴
う
も
の
。原

案
可
決

○
平
成
二
十
一
年
度
西
海
市
立

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

◇
収
益
的
収
支
に
お
い
て
、
人
件

費
の
不
用
減
、
医
業
収
益
の
減
に

よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
の

増
な
ど
。

半
年
が
経
過
し
た
時

点
で
、
こ
れ
だ
け
繰
入
を
し
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
と
ん
で
も

な
い
数
字
に
な
る
の
で
は
。

前
年
度
の
決
算
よ
り

医
業
収
益
は
上
回
る
と
い
う
見
込

み
を
立
て
て
い
る
。

収
入
が
激
減
し
て
い

る
。
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
。

指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、

財
政
当
局
と
予
算
査
定
を
す
る
中

で
議
論
し
た
。
と
り
あ
え
ず
、
こ

れ
で
い
こ
う
と
な
っ
た
。

最
低
で
も
、
こ
れ
だ

け
は
硬
い
と
い
う
財
源
を
見
込
む

こ
と
が
、
大
事
で
は
な
い
か
。

療
養
病
床
は
別
と
し

て
、
一
般
病
床
は
、
前
年
並
み
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

収
益
は
、
二
十
一
年

度
は
、
二
十
年
度
よ
り
も
ど
う
か
。

下
が
る
と
考
え
て
い

る
。

原
案
は
、
数
字
が
現

実
に
あ
っ
て
い
な
い
、
と
の
指
摘

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
財
政
当
局
と

も
、
打
ち
合
せ
済
み
と
い
う
こ
と

で
よ
い
の
か
。そ

の
と
お
り
で
あ
る
。

委
員
長

こ
れ
を
組
み
替
え
る
と
な
る
と
、

非
常
に
難
し
い
状
況
に
な
る
。
委

員
の
指
摘
は
、
委
員
長
報
告
に
盛

り
込
む
こ
と
と
す
る
。

原
案
可
決

特養大崎やすらぎ荘

西海市立病院
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告
書

所
管
事
務
調
査
報
告
書

一
、
調
査
事
件

新
し
い
農
業
施
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て

二
、
調
査
の
経
過
、
結
果

八
月
二
十
八
日
長
崎
ブ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
国
際
会
議
場
に
て
、
長
崎

県
商
工
会
連
合
会
主
催
の
「
長
崎

農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
、
委
員
六
名
を

派
遣
し
た
。
中
小
企
業
者
や
農
林

水
産
業
者
等
が
互
い
の
経
営
資
源

や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
製
品
開

発
、
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

講
師
は
、
次
の
よ
う
に
話
さ
れ

た
。
現
在
の
消
費
者
は
き
れ
い
で

形
の
整
っ
た
農
産
物
を
好
み
、
農

業
者
に
と
っ

て
は
安
価
な

販
売
価
格
で
、

思
う
よ
う
な

収
入
に
は
つ

な
が
っ
て
い

な
い
。
収
穫

時
に
多
く
生

じ
た
地
元
農

産
物
の
規
格

外
品
を
加
工

す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
付

加
価
値
を
高

め
、
生
産
者

（
農
業
者
）、

加
工
者
（
工

業
者
）、
販

売
者
（
商
業

者
）
が
連
携

し
て
、
年
間
を
通
じ

て
国
内
産
の
安
全
・

安
心
な
食
料
の
安
定

供
給
と
、
農
商
工
業

者
の
所
得
向
上
に
つ

な
げ
た
い
。

生
産
者
は
作
る
だ

け
、
販
売
者
は
売
る

だ
け
の
従
来
の
方
法

か
ら
、
農
商
工
連
携

を
視
野
に
入
れ
た
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
を
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、

食
の
ト
レ
ン
ド
（
流

行
・
傾
向
）
を
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
事
業
展
開
を

行
い
、
地
域
の
産
業

お
こ
し
、
雇
用
の
場

の
創
出
、
地
域
経
済

循
環
の
輪
を
形
成
し

て
い
く
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
。

新
し
い
農
業
施
策

と
し
て
、
西
海
市
に

も
多
く
の
要
素
が
見

出
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
産
業
間
の
垣
根

を
越
え
た
地
域
経
済

活
性
化
の
実
現
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。

●西海市からの依託を受け、「遊休農地の活性化」をテーマに本格的なプロジェクト活動をしている西彼農業高校生徒たち。

ブルーベリーアイスクリーム

定 植

ブルーベリージャム

特性調査

ブルーベリーの果実
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厚
生
常
任
委
員
会
調
査
報
告
書

松
浦
市
立
中
央
診
療
所
の
運
営

及
び
経
営
状
況
に
つ
い
て

調
査
日
時
、
派
遣
場
所

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

松
浦
市
役
所
第
一
委
員
会
室

松
浦
市
民
病
院
が
診
療
所
化
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
主
に

医
師
の
減
少
に
よ
り
、
収
支
が
悪

く
な
り
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
不

良
債
務
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。長

崎
県
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

検
討
協
議
会
の
中
に
お
い
て
、
常

勤
医
師
五
人
以
下
に
つ
い
て
は
病

院
で
存
続
す
る
の
は
難
し
い
。
診

療
所
化
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果

診
療
所
化
に
至
っ
た
経
緯
に
つ

い
て松浦

市
民
病
院
は
、
長
崎
大
学

の
関
連
病
院
と
い
う
こ
と
で
、
以

前
は
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も

医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い

た
が
、
平
成
十
六
年
よ
り
医
師
が

削
ら
れ
そ
の
頃
よ
り
患
者
数
が
激

減
し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
、
不

良
債
務
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

「
病
院
、
診
療
所
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
議
論
を
し
た
。

検
討
委
員
会
の
答
申
は
、
病
床
数

を
六
十
床
か
ら
三
十
五
床
に
減
ら

し
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
新

設
し
、
病
院
と
し
て
新
た
に
や
っ

て
い
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
が
、
総
務
省
、
県
か
ら

は
、
病
院
を
や
め
て
診
療
所
化
し

た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
指
導
を
受

け
た
。

市
民
へ
の
説
明
と
周
知
に
つ
い

て
は年に

一
回
、
市
長
と
市
民
と
の

懇
話
会
を
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
懇

話
会
」
と
し
て
開
催
し
て
い
る
が
、

こ
の
中
で
市
長
が
市
民
に
対
し
て

経
緯
と
計
画
の
説
明
を
行
っ
た
。

現
在
の
医
師
確
保
の
実
態
に
つ

い
て現在

は
、
佐
賀
大
学
か
ら
の
派

遣
で
内
科
医
一
人
、
独
自
採
用
で

外
科
・
整
形
外
科
一
人
、
計
二
人

体
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

透
析
医
療
に
つ
い
て
、
患
者
さ

ん
は
一
日
お
き
の
治
療
と
な
り
今

の
医
師
二
人
体
制
で
は
医
師
に

と
っ
て
、
過
重
と
な
っ
て
い
る
。

看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
薬
剤

師
等
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

確
保
に
つ
い
て
は

職
員
が
十
八
人
い
る
中
で
、
看

護
師
が
十
七
人
、
准
看
護
師
が
一

人
、
そ
の
他
に
臨
時
職
員
の
准
看

護
師
が
一
人
、
パ
ー
ト
職
員
の
准

看
護
師
が
一
人
で
あ
る
。

給
与
は
、
行
政
職
給
与
表
を
適

用
し
て
い
る
。

特
別
に
必
要
と
な
っ
た
財
源
は

平
成
二
十
年
度
中
に
発
生
し
た

不
良
債
務
の
解
消
を
行
っ
た
。

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
打
ち
出

さ
れ
た
病
院
特
例
債
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
九
年
度
末
ま
で
の
不
良
債

務
の
解
消
に
充
て
る
と
い
う
条
件

で
あ
っ
た
。

閉
鎖
し
た
診
療
所
の
土
地
建
物

の
売
却
と
残
り
の
不
良
債
務
を
、

流
動
負
債
か
ら
固
定
負
債
に
切
り

替
え
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
長

期
借
入
を
行
っ
た
。

職
員
組
合
と
の
協
議
、
ま
た
、

病
院
職
員
の
配
置
転
換
に
つ
い
て

の
協
議
を
行
っ
た
。

松
浦
市
立
中
央
診
療
所
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て

内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
眼

科
の
一
般
診
療
に
加
え
て
、
人
工

透
析
治
療
、
健
康
診
断
業
務
を
行

う
高
機
能
診
療
所
と
し
て
存
続
さ

せ
る
。

診
療
所
に
な
っ
て
救
急
の
対
応

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

救
急
医
療
の
対
応
は
ど
こ
が

行
っ
て
い
る
の
か

松
浦
市
民
病
院
当
時
の
、
平
成

十
六
年
十
一
月
に
救
急
医
療
が
で

き
な
く
な
っ
た
。

現
在
、
市
内
に
は
押
渕
病
院
の

一
つ
が
救
急
医
療
を
や
っ
て
い
る

が
一
次
救
急
で
あ
る
の
で
最
後
ま

で
面
倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、

二
次
に
行
く
と
な
れ
ば
佐
世
保
の

方
の
、
労
災
病
院
、
総
合
病
院
な

ど
に
行
く
こ
と
と
な
る
。

透
析
医
療
に
つ
い
て
、
松
浦
市

内
に
何
人
く
ら
い
の
患
者
が
い

る
の
か

約
五
十
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

診
療
所
で
治
療
し
て
い
る
の
は
二

十
二
人
で
あ
る
。
ほ
か
は
近
隣
の

病
院
、
江
迎
町
の
北
松
中
央
病
院
、

伊
万
里
市
の
病
院
な
ど
で
治
療
し

て
い
る
。

二
十
二
人
の
患
者
数
、
現
状
の

ス
タ
ッ
フ
で
収
支
は
、
ど
う
か

一
般
的
に
、
透
析
事
業
が
ペ
イ

す
る
の
は
患
者
数
が
四
十
人
弱
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

常
勤
医
師
で
透
析
の
先
生
を
み

つ
け
る
の
は
、
至
難
の
業
で
あ
る

が
透
析
事
業
は
収
入
面
か
ら
い
う

と
高
い
。

病
院
か
ら
有
床
診
療
所
へ
持
っ

て
い
く
段
階
に
お
い
て
の
決
め

手
は
、
総
務
省
が
出
し
た
改
革

プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
方
針
を
議
会
、
市
民
へ

提
示
し
、
お
諮
り
を
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
な
か
っ
た
の
か

病
院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
最
終
答
申
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
開
設
し
、
三
十

五
床
に
病
床
数
を
見
直
す
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

総
務
省
、
県
と
の
協
議
の
中
で
、

赤
字
解
消
が
こ
れ
で
で
き
る
の
か

と
い
う
厳
し
い
指
導
が
あ
り
、
十

二
月
議
会
で
病
院
の
廃
止
条
例
、

診
療
所
の
設
置
条
例
を
出
し
、
四

月
か
ら
診
療
所
を
開
設
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

松浦市立中央診療所

松浦市役所での調査
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これが聞きたい！！　 一　般　質　問　

みやもと・かずあき

宮本 一昭
議員

ひらの・なおゆき

平野 直幸
議員

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地
の

利
活
用
は

問

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地
へ
西
彼
総
合
支
所
を

移
転
す
る
計
画
案
を
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
経

緯
に
つ
い
て
は
。

市
長

西
彼
総
合
支
所
の
耐
震
結
果
報
告
で
、

一
、
二
階
と
も
耐
震
指
標
値
が
極
端
に
低
い
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
支
所
利

用
者
の
安
全
確
保
、
災
害
時
の
指
示
命
令
系
統

の
拠
点
及
び
避
難
場
所
と
し
て
、
早
期
の
対
策

が
必
要
と
の
判
断
か
ら
、
現
施
設
の
改
修
、
新

築
、
近
隣
公
共
施
設
へ
の
移
転
の
三
通
り
の
案

を
検
討
し
た
結
果
、
現
施
設
の
耐
震
補
強
に
は

八
千
三
百
万
円
を
要
し
、
改
修
と
あ
わ
せ
て
総

額
一
億
円
以
上
を
要
す
る
。

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
た
場
合
、
近
隣
施
設

等
々
の
利
便
性
は
あ
っ
た
と
し
て
も
他
の
方
法

を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
判
断
を
し
た
。

新
築
に
つ
い
て
は
、

現
施
設
の
一
階
相

当
部
分
六
百
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル
の

規
模
で
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
平
屋
建

て
で
新
築
す
る
と

仮
定
し
た
場
合
、

総
額
二
億
円
相
当

を
必
要
と
考
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
支
所

を
近
隣
施
設
へ
移
転
す
る
方
法
が
現
時
点
で
は

最
良
の
方
法
と
判
断
し
た
。
移
転
先
と
し
て
、

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
を
考
え
た
。様
々
な
角

度
か
ら
検
討
し
た
結
果
、旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地

へ
の
移
転
の
提
案
に
至
っ
た
。

問

西
彼
行
政
区
長
会
、
地
域
審
議
委
員
会
で

の
、
移
転
に
関
す
る
説
明
で
は
充
分
に
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
か
。

市
長

総
合
支
所
の
移
転
す
る
エ
リ
ア
と
、
公

共
的
に
使
用
す
る
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
移
転

費
用
、
改
修
費
用
に
つ
い
て
す
み
分
け
し
て
説

明
を
し
て
い
る
。

問

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地
に
総
合
支
所
を
移
転

し
た
場
合
、
新
た
な
人
の
動
き
、
経
済
の
発
展

は
ど
う
か
。

市
長

近
く
に
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
公
共
施
設
間
の
人

の
動
き
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
地
元
の

人
々
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
入
れ
た
再
生
検

討
委
員
会
を
設
立
し
、
そ
の
中
で
、
西
海
市
の

経
済
、
観
光
も
含
め
た
交
流
の
拠
点
と
し
て
い

き
た
い
。
利
便
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
農
協
、

銀
行
と
も
十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
状
況
は

問

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
と
定
期
路
線
バ
ス

利
用
者
と
の
間
に
平
等
性
を
。

教
育
長

現
在
、
一
部
補
助
し
て
い
る
と
こ
ろ

と
全
く
補
助
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
旧
町
か
ら

の
流
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
負
担
額
の
不
均
衡
は

是
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
全
額
補
助
か
、
一
部

補
助
か
は
、
関
係
部
局
と
今
後
検
討
す
る
。

良
質
な
水
の
供
給
を
図
れ

問

水
は
、
健
康
の
根
源
で
あ
る
。
市
民
は�
き

れ
い
で
お
い
し
い
水
�
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
水
質
に
つ
い
て
市
民
の
指
摘
は
あ
っ
て

い
な
い
か
。

市
長

一
部
の
地
区
に
、
地
下
水
や
湧
水
を
利

用
し
、
こ
こ
の
一
部
に
水
源
が
あ
る
。
ま
た
、

に
ご

以
前
よ
り
、
水
源
が
濁
っ
た
な
ど
の
指
摘
は

あ
っ
て
い
る
。

問

水
源
と
な
っ
て
い
る
流
域
は
、
水
質
を
保

つ
上
で
、
問
題
は
な
い
か
。

市
長

西
海
市
の
条
例
で
、
水
源
区
域
を
指
定

お
だ
く

し
、
汚
濁
を
招
く
行
為
は
規
制
し
て
い
る
。

新
た
な
開
発
に
は
、
十
分
注
意
し
て
い
く
。

問

こ
れ
か
ら
、
水
質
を
向
上
す
る
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
か
。

市
長

今
年
度
中
に
、
水
道
事
業
基
本
計
画
を

策
定
し
、
こ
の
中
で
「
安
心
し
て
飲
め
る
水
の

安
定
供
給
を
図
る
」
を
命
題
に
、
水
源
の
確
保

な
ど
、
災
害
や
事
故
に
強
い
水
道
を
構
築
し
た

い
。

問

地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
硬
水
の
地
区
に

あ
っ
て
は
、
軟
水
化
を
図
る
計
画
は
で
き
な
い

か
。

市
長

水
道
は
、
企
業
会
計
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
軟
水
化
の
計
画
は
今
後
検
討
し
た
い
。

ゆ
の
き

問

柚
木
川
を
水
源
に
復
元
す
る
計
画
は
な
い

か
。

市
長

水
道
の
水
源
に
、
利
用
が
可
能
と
の
判

断
に
た
っ
た
ら
、
有
効
活
用
す
る
価
値
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

道
路
の
改
修
を
急
げ

問

既
設
の
道
路
の
改
修
は
、
交
通
事
故
の
防

止
が
期
待
で
き
る
。
生
活
上
、
よ
く
使
う
道
路

の
改
良
・
改
修
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
事
業
を

行
う
判
断
に
、
事
故
の
発
生
件
数
も
、
優
先
度

と
し
て
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

事
業
の
優
先
性
の
理
由
に
、
交
通
事
故

発
生
件
数
等
を
、
根
拠
と
す
る
こ
と
も
可
能
と

考
え
る
。

問

自
治
会
か
ら
の
要
望
に
対
す
る
達
成
率
が
、

こ
の
と
こ
ろ
五
十
％
を
割
っ
て
い
る
。

道
路
に
つ
い
て
の
達
成
率
を
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

今
後
、
総
務
部
、
と
く
に
建
設
部
な
ど

と
協
議
し
、
ぜ
ひ
達
成
率
を
上
げ
る
方
向
で
検

討
し
た
い
。

柚木川上流ミニダム

見通しが悪い市道大平線

旧オランダ村
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いわもと・としお

岩本 利雄
議員

やまぐち・よしはる

山口 好晴
議員

市
立
病
院
の
事
業
形
態
を

変
更
す
る
前
に
自
助
努
力

に
よ
る
経
営
改
善
を
図
れ

問

外
来
患
者
数
を
み
る
と
平
成
十
四
年
度
五

万
二
千
六
百
二
十
二
人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

二
十
年
度
は
三
万
八
千
五
百
三
十
五
人
と
一
万

四
千
八
十
七
人
、
三
十
六
・
八
％
減
少
し
、
約

四
千
六
百
万
円
減
収
し
た
こ
と
に
な
る
。
自
助

努
力
に
よ
っ
て
患
者
数
を
増
加
さ
せ
、
地
域
住

民
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
市
民
病
院
に
再
生
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
見
解
は
。

市
長

病
院
内
に
接
遇
改
善
委
員
会
と
収
支
改

善
委
員
会
を
設
置
し
、
病
院
再
生
に
向
け
た
経

営
改
善
等
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
が
、

地
域
住
民
の
三
分
の
一
に
し
か
利
用
さ
れ
て
い

な
い
現
状
で
は
、
住
民
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る

病
院
と
は

言
い
が
た

い
の
が
現

実
で
、
病

院
離
れ
は

進
む
方
向

に
あ
る
。

こ
れ
か

ら
も
な
お

一
層
の
職

員
の
意
識
改
革
等
を
含
め
た
指
導
を
強
化
す
る
。

問

大
島
・
崎
戸
地
区
の
行
政
区
長
会
及
び
地

域
審
議
会
で
、
市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
話

を
さ
れ
て
い
る
が
、
地
元
の
意
見
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市
長

地
域
の
た
め
に
、
医
療
機
関
は
存
続
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め

に
は
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
し
て
機

能
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
っ
か
り
し
た
医
療
が

確
保
で
き
れ
ば
、
公
立
で
あ
れ
民
営
で
あ
れ
変

わ
り
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

借
地
解
消
の
た
め
の

基
本
方
針
を
示
せ

問

平
成
二
十
年
度
の
借
地
料
は
、
四
千
九
百

七
十
七
万
八
千
六
百
十
四
円
と
巨
額
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
借
地
料
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

市
長

本
年
八
月
に
借
地
に
関
す
る
基
本
方
針

を
策
定
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
三
つ
で

あ
る
。
一
つ
目
は
、
行
政
財
産
と
し
て
長
期
的

に
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
購
入
す
る
。

二
つ
目
は
、
行
政
財
産
と
し
て
必
要
が
な
く

な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
早
急
に
地
権
者
へ
返

還
す
る
。
三
つ
目
は
、
地
権
者
の
事
情
に
よ
り

賃
貸
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
借
地
を
継
続
す
る
。
本
市
の
健
全
な
財
政
運

営
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
賃
貸
解
消
に
向

け
て
市
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

耐
震
化
対
策
は

問

西
彼
総
合
支
所
耐
震
構
造
の
強
度
不
足
に

よ
り
、
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地
利
活
用
と
あ
わ
せ

て
移
転
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
施

設
は
ど
う
か
。

市
長

西
海
市
の
公
的
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
六
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
建
物
に
つ
い

て
、
耐
震
診
断
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
改

修
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は

問

市
内
の
交
通
機
関
か
ら
見
放
さ
れ
た
場
所

に
、
運
行
が
で
き
な
い
か
。

市
長

市
民
、交
通
事
業
者
、関
係
団
体
の
方
々

に
よ
る
西
海
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生

協
議
会
を
設
置
し
た
所
で
あ
り
、
現
在
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
は

問

現
在
行
わ
れ
て
い
る
箱
わ
な
、
ワ
イ
ヤ
ー

わ
な
、
電
柵
で
は
、
限
度
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
発
想
の
転
換
を
行
い
、
エ
サ
場
を
何
箇
所

か
つ
く
り
、
イ
ノ
シ
シ
に
食
べ
さ
せ
て
、
里
山

に
来
な
い
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長

イ
ノ
シ
シ
の
行
動
、
習
性
か
ら
、
イ
ノ

シ
シ
に
エ
サ
を
や
り
人
間
と
の
共
生
は
大
変
難

し
く
、
対
策
と
し
て
、
わ
な
に
よ
る
捕
獲
や
電

柵
に
よ
る
侵
入
防
止
対
策
し
か
な
い
。

市
の
特
産
品
は

問

現
在
、
西
彼
農
高
に
お
い
て
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
試
験
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
産

品
と
し
て
成
り
立
つ
な
ら
営
農
を
支
援
す
る
考

え
が
あ
る
か
。

市
長

ジ
ャ
ム
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
試
作
品

の
加
工
も
順
調
に
い
っ
て
お
り
、
西
海
市
の
特

産
品
と
し
て
行
き
た
い
。

市
の
公
用
車
活
用
は

問

市
の
公
用
車
に
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
宣
伝
、

特
産
品
の
宣
伝
な
ど
、
大
き
な
ス
テ
ッ
カ
ー
を

張
り
、
宣
伝
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長

今
後
特
産
物
の
紹
介
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

中
小
河
川
の
整
備
は

問

市
内
の
中
小
河
川
を
見
る
と
、
暖
竹
な
ど

が
川
岸
や
中
州
に
ま
で
生
い
茂
っ
て
い
る
。
水

害
の
原
因
に
な
る
が
、
整
備
は
で
き
な
い
か
。

市
長

市
内
の
河
川
は
、
県
管
理
の
二
級
河
川

と
、
市
管
理
の
準
用
河
川
が
あ
る
。
市
管
理
河

川
は
、
財
政

状
況
を
勘
案

し
整
備
し
た

い
。

西海市立病院

荒れた河川
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あさだ・ゆきお

浅田 幸夫
議員

よしだ・としのり

吉田 年位
議員

雪
浦
第
二
ダ
ム
の
中
止
に

伴
う
後
処
理
は

問

平
成
二
十
一
年
二
月
、
長
崎
県
は
県
議
会

の
承
認
を
得
て
、
建
設
中
止
を
決
定
し
た
。

七
・
二
三
長
崎
大
水
害
を
機
に
、
建
設
構
想

が
持
ち
上
が
り
、
地
元
説
明
会
や
、
旧
大
瀬
戸

町
議
会
に
も
対
策
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ダ
ム

建
設
に
必
要
な
「
二
級
河
川
延
長
の
議
案
」
も

可
決
さ
れ
、
着
工
に
向
け
た
準
備
が
整
っ
た
。

し
か
し
、
雪
浦
川
流
域
住
民
の
、
反
対
の
声

は
根
強
く
、
反
対
運
動
は
大
き
く
広
が
っ
た
。

西
海
市
に
な
っ
て
か
ら
、
県
の
動
き
が
止

ま
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
き
「
長
崎
県
公
共
事

業
評
価
監
視
委
員
会
」
で
審
議
さ
れ
、
中
止
が

決
定
。

第
二
ダ
ム
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現

在
の
ダ
ム
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
次
の
四
項
目

が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
�
つ
が
ね
の
滝
の
県

立
公
園
化
、
�
市
道
奥
浦
幸
物
線
の
改
良
、
�

ダ
ム
周
辺
の
県
立
公
園
化
、
�
ダ
ム
下
流
の
護

岸
工
事
。
こ

の
四
項
目
の

対
策
は
。

市
長

�
つ

が
ね
の
滝
及

び
、
�
の
ダ

ム
周
辺
の
県

立
公
園
化
に
つ
い
て
は
、
県
の
回
答
で
は
前
向

き
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
県
と
協

議
を
進
め
る
。

�
市
道
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
局
部
改
良
工

事
を
行
う
。
�
に
つ
い
て
は
、
河
川
整
備
計
画

策
定
の
中
で
協
議
し
、
事
業
着
工
を
要
望
す
る
。

山
手
線
の
計
画
に
変
更
な
い
か

問

雪
浦
第
二
ダ
ム
の
中
止
に
伴
い
、
市
道
山

手
一
号
線
の
全
体
工
事
に
影
響
は
な
い
か
。

市
長

ダ
ム
建
設
が
見
通
し
が
つ
か
な
い
中
、

地
元
住
民
の
強
い
要
望
を
受
け
、
事
業
に
着
手

し
た
。
雪
浦
第
二
ダ
ム
が
中
止
と
な
っ
て
も
、

改
良
工
事
の
全
体
計
画
は
変
更
せ
ず
、
年
次
計

画
に
よ
り
整
備
を
行
う
。

国
道
２
０
２
号
線

改
良
工
事
の
工
程
を
示
せ

問

樫
浦
か
ら
板
浦
間
の
改
良
工
事
の
工
程
は
。

市
長

工
事
着
手
は
今
年
度
、
板
浦
公
営
住
宅

付
近
の
市
道
の
付
替
え
工
事
及
び
郵
便
局
前
の

埋
め
立
て
工
事
を
実
施
す
る
予
定
。

来
年
度
は
、
樫
浦
桟
橋
待
合
所
や
市
営
駐
車

場
等
の
公
営
施
設
の
移
転
を
実
施
し
、
そ
の
後
、

ふ
れ
あ
い
市
場
付
近
か
ら
市
営
駐
車
場
に
か
け

て
の
改
良
工
事
を
着
手
す
る
。
完
成
は
二
十
三

年
度
の
予
定
。

問

ふ
れ
あ
い
市
の
移
転
を
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
部
長

現
在
の
ふ
れ
あ
い
市
は
、
一
時
的

に
は
瀬
戸
地
区
公
民
館
の
あ
る
建
屋
に
、
仮
店

舗
と
い
う
形
を
設
け
、
国
道
の
整
備
が
終
了
後

は
、
周
辺
の
一
体
的
な
土
地
利
用
を
考
え
る
。

〈
雪
川
橋
の
架
け
替
え
工
事
も
質
問
し
た
。〉

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
の
利
活
用
計
画
は

問

私
も
含
め
て
多
く
の
市
民
は
民
間
移
譲
に

よ
っ
て
再
活
用
さ
れ
る
べ
く
検
討
さ
れ
て
い
る

も
の
と
期
待
を
し
て
い
た
。
今
回
、
市
長
は
旧

オ
ラ
ン
ダ
村
の
利
活
用
を
含
め
西
彼
総
合
支
所

が
耐
震
指
標
値
が
極
端
に
低
く
危
険
な
た
め
移

転
し
た
い
と
提
案
し
た
。
そ
こ
で
、
財
源
は
心

配
な
い
の
か
、
ま
た
西
彼
総
合
支
所
の
件
に
つ

い
て
は
地
元
の
理
解
は
得
ら
れ
る
の
か
。

市
長

財
源
に
つ
い
て
は
、
活
用
で
き
る
助
成

金
等
を
摸
索
し
な
が
ら
検
討
し
た
が
、
現
時
点

に
お
い
て
は
活
用
で
き
る
制
度
が
な
く
、
タ
イ

ミ
ン
グ
的
に
九
月
補
正
で
、
国
の
一
次
補
正
に

よ
る
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

が
活
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
加
え
て
普
通
交

付
税
や
繰
越
金
の
確
定
に
よ
り
、
西
彼
総
合
支

所
移
転
を

今
後
の
西

彼
地
域
づ

く
り
の
核

と
し
て
役

割
を
持
た

せ
る
こ
と

で
、
旧
オ

ラ
ン
ダ
村

再
活
用
の

足
が
か
り
に
な
る
も
の
と
判
断
を
し
た
。
ま
た

地
域
住
民
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
が

あ
る
と
思
う
が
西
海
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
と
こ

ろ
と
し
て
再
生
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
政
治
決

断
を
し
た
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
は

問

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
に
ア

ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
が
管
理
し
て
い
る
施
設
に
あ
る
テ
レ
ビ
の

台
数
は
何
台
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

市
長

テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
官
民
あ
げ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。
期
限

近
く
に
な
る
と
市
民
や
企
業
等
の
駆
け
込
み
的

な
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
工
事
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

市
と
し
て
学
校
関
係
で
は
今
回
の
補
正
で
、
そ

の
他
は
来
年
度
で
計
画
を
す
る
。
市
が
管
理
す

る
台
数
は
三
百
七
十
五
台
で
あ
る
。

問

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
事
業
の
地
元
へ

の
対
応
は
。

市
長

デ
ジ
タ
ル
化
の
改
修
は
、
チ
ュ
ー
ナ
ー

の
設
置
、
ま
た
は
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
で
対
応

が
可
能
で
あ
り
、
地
元
業
者
を
優
先
し
て
発
注

し
た
い
。

問

老
人
ホ
ー
ム
あ
る
い
は
病
院
に
入
院
さ
れ

て
い
る
弱
い
立
場
の
人
に
は
、
テ
レ
ビ
は
絶
対

必
要
と
思
う
が
。

部
長

特
に
市
立
病
院
、
大
崎
や
す
ら
ぎ
荘
、

緑
風
園
関
係
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
方
向
で

考
え
た
い
。

旧オランダ村

現在の雪浦ダム
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佐々木 義信
議員

ながた・りょういち

永田 良一
議員

企
業
誘
致
に

積
極
的
な
取
り
組
み
を

問

西
海
市
の
発
展
に
は
、
働
く
場
所
の
確
保

と
市
民
所
得
の
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源
の
向

上
を
目
指
し
、
行
政
運
営
を
推
進
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
分
権
時
代
に
対
応
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
次
の
二
点
に
つ
い
て
の
対
策
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

一
、
若
者
が
定
着
し
安
心
し
て
働
く
た
め
に
、

企
業
誘
致
は
可
及
的
課
題
で
あ
る
。
現
在

の
状
況
と
対
策
は
。

二
、
企
業
立
地
適
地
調
査
事
業
の
結
果
と
今

後
の
対
応
は
。

市
長

高
規
格
道
路
な
ど
交
通
ア
ク
セ
ス
面
か

ら
見
て
も
企
業
誘
致
に
適
し
て
お
り
、
県
の
企

業
振
興
・
立
地
推
進
本
部
が
太
鼓
判
を
押
し
て

お
り
県
と
連
携
し
て
企
業
誘
致
を
進
め
た
い
。

現
在
、
長
崎
キ
ヤ
ノ
ン
の
関
連
企
業
の
誘
致
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
約
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
相
当
の
用
地
を
早
急
に
買
収
・
関

係
整
備
を
図
り
造
成
し
た
い
。

企
業
立
地
適
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
造
成

候
補
地
と
し
て
は
、
西
彼
地
区
二
箇
所
、
西

海
地
区
二
箇
所
、
崎
戸
地
区
一
箇
所
、
大
瀬

戸
地
区
三
箇
所
の
合
計
八
箇
所
を
選
定
し
て

い
る
。

作
り
が
い
の
あ
る
農
業
支
援
を

問

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
は
、
大

き
な
行
政
課
題
で
あ
り
、
生
産
者
の
所
得
向
上

が
市
の
活
性
化
と
成
り
う
る
と
考
え
る
。
そ
こ

で
次
の
四
点
に
つ
い
て
積
極
的
な
取
り
組
み
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

一
、
生
産
者
・
農
協
・
県
・
行
政
等
の
連
携

強
化
の
考
え
は
。

二
、
生
産
者
の
所
得
向
上
と
雇
用
促
進
の
面

か
ら
、
収
穫
時
の
人
件
費
補
助
制
度
の
新

設
を
。

三
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
、
現
在
の
補

助
制
度
を
見
直
し
一
人
で
も
申
請
可
能
に
。

四
、
農
業
振
興
の
た
め
、
渇
水
時
を
想
定
し

積
極
的
な
水
対
策
を
。

市
長

農
業
は
基
幹
産
業
で
あ
り
、
提
言
を
い

た
だ
い
た
事
項
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

一
、
生
産
者
の
経
営
が
成
り
立
つ
体
制
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

二
、
農
家
の
方
々
が
、
意
欲
向
上
・
所
得
向

上
に
つ
な
が
る
な
ら
、
新
制
度
を
政
策
的

な
も
の
と
し
て
検
討
し
た
い
。

三
、
連
た
ん
性
は
求
め
て
い
な
い
。
調
整
を

行
う
の
で
、
一
人
で
も
相
談
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、

写
真
等
に
つ
い
て
も

農
協
と
連
携
を
し
た

い
。

四
、
水
源
確
保
に
つ
い

て
は
、
補
助
事
業
等

を
有
効
に
活
用
し
取

り
組
み
た
い
。

西
海
市
防
災
対
策
は

問

地
球
の
温
暖
化
に
よ
り
、
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
豪
雨
に
よ
る
土
石
流
被
害
な
ど

が
、
全
国
各
地
で
起
き
て
い
る
。
西
海
市
に
お

い
て
の
被
害
状
況
は
。

市
長

七
月
二
十
五
日
以
降
の
豪
雨
に
よ
り
、

の
り
め
ん

市
道
法
面
崩
落
が
十
一
件
、
治
山
事
業
に
よ
り

整
備
し
た
法
面
崩
落
が
二
件
、
畑
の
法
面
崩
落

三
件
、
が
け
崩
れ
が
三
件
、
大
島
県
道
落
石
が

一
件
、
計
二
十
件
の
災
害
で
あ
る
。

問

災
害
発
生
時
の
地
元
建
設
業
者
と
の
協
力

体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

土
砂
災
害
等
が
発
生
し
た
際
は
、

市
内
建
設
業
者
に
復
旧
作
業
を
お
願
い
し
て
い

る
が
、
再
度
市
の
建
設
業
界
の
代
表
者
を
選
定

し
て
組
織
化
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

問

現
在
の
危
険
箇
所
は
何
箇
所
か
。

市
長

土
石
流
危
険
渓
流
百
七
十
九
箇
所
、
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
五
百
七
十
箇
所
、
地
す

べ
り
防
止
区
域
七
十
九
箇
所
、
河
川
三
箇
所
、

合
計
八
百
四
十
一
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

問

避
難
勧
告
等
の
判
断
、
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
西
海
市
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
か
。

市
長

国
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
浸
水
想
定
区
域
図
な
ど
を

基
礎
資
料
の
整
備
を
早
急
に
進
め
、
西
海
市
の

避
難
勧
告
等
、
判
断
、
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
早
急
に
対
応
し
、
防
災
対
策
の
強
化
に
努

め
る
。

西
海
市
バ
イ
オ
マ
ス

総
合
利
活
用
事
業
は

問

総
合
利
活
用
推
進
協
議
会
の
そ
の
後
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

十
七
年
度
に
構
想
策
定
の
た
め
設
置
し

た
。
十
八
年
度
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、
答
申

と
提
言
を
も
ら
っ
た
。
十
九
年
度
は
実
施
計
画

の
策
定
を
行
な
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
ご
み
処

理
施
設
、
下
水
等
汚
泥
処
理
施
設
の
整
備
が
急

務
で
あ
る
た
め
先
送
り
と
な
っ
て
、
こ
の
協
議

会
は
休
止
状
態
で
あ
る
。

問

大
型
事
業
が
進
ん
だ
ら
実
施
す
る
の
か
。

あ
る
い
は
没
に
す
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長

現
在
そ
こ
ま
で
判
断
は
し
て
い

な
い
。
政
策
会
議
の
中
で
、
当
面
保
留
と
し
て

い
る
。

問

全
国
的
に
竹
林
の
繁
殖
が
進
み
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
西
海
市
の
竹
林
の
面
積
は
い
く

ら
か
。

市
長

統
計
資
料
で
は
百
五
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
年
々
拡
大
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

こ
の
竹
林
の
繁
殖
が
年
々
ひ
ど
く
な
る
中

に
竹
の
利
活
用
の
考
え
は
な
い
か
。

市
長

竹
材
の
需
要
は
低
迷
し
、
管
理
放
棄
の

竹
林
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
利
用
例
は
竹

炭
、
竹
チ
ッ
プ
、
竹
粉
、
竹
堆
肥
等
あ
る
が
市

と
し
て
は
、
竹
炭
を
一
つ
の
林
産
品
と
し
た
い
。

イノシシ被害のいも畑
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朝長 隆洋
議員

ひらい・みつひろ

平井 満洋
議員

西
海
市
な
ら
で
は
の
教
育
を
考
え
、

「
こ
ど
も
幸
せ
基
金
」
の
創
設
を

問

今
後
、
西
海
市
の
特
性
を
活
か
し
た
教
育

内
容
を
考
え
、「
子
ど
も
幸
せ
基
金
」
を
創
設

し
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
保
障
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

小
中
学
校
で
は
総
合
体
育
大
会
や
総

合
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
も
小
中
高
校
生
が
所
属
し
、
競
技

の
普
及
や
競
技
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
広
げ
る
に
は
、

密
接
な
連
携
や
協
力
、
推
進
体
制
を
整
備
し
、

他
自
治
体
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討
す
る
。

「
市
教
育
振
興
基
金
」
が
あ
る
が
、
財
源
の

取
り
崩
し
に
よ
り
、
現
在
高
は
約
三
百
二
十
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
、
そ
の
基
金
を
増
額
す
る
た
め
財
政
関
係

部
局
と
も
協
議
し
、
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

長
崎
国
体
へ
の
取
り
組
み
は

問

長
崎
国
体
に
む
け
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長

来
年
度
、
本
市
国
体
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
本
格
的
な
準
備
体
制
を
整
え
る
。

多
く
の
選
手
を
西
海
市
か
ら
輩
出
す
る
た
め
に
、

優
秀
な
選
手
の
発
掘
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
者
の

育
成
強
化
を
図
る
。
す
で
に
市
内
の
数
名
の
子

ど
も
た
ち
が
県
レ
ベ
ル

の
合
同
練
習
会
へ
参
加

し
て
い
る
。
必
要
な
財

的
支
援
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。
各
種
競

技
の
大
会
や
練
習
合
宿

等
の
誘
致
を
図
る
な
ど

の
諸
方
策
を
講
じ
る
。

地
域
交
通
の
あ
り
か
た
は

問

今
後
の
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

ど
う
い
う
方
向
性
で
進
め
る
考
え
か
。

市
長

重
要
度
の
高
い
施
策
で
あ
り
、
現
在
、

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。
既
存
路
線
の
再
編
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
と
交
通
空
白
地
区
対
策
、
佐
世
保
・
長
崎

と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
に
も
努
め
る
。
市
民

が
参
画
す
る
市
民
協
働
型
の
公
共
交
通
体
系
づ

く
り
の
構
築
に
も
取
り
組
む
。

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
に

特
産
品
開
発
室
等
を

問

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地
の
利
活
用
に
対
し
特

産
品
開
発
室
な
ど
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

市
長

Ａ
地
区
に
は
、
総
合
支
所
以
外
の
活
用

方
針
と
し
て
は
文
化
施
設
、
情
報
発
信
拠
点
等

の
配
備
を
考
え
て
い
る
。
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
再
生

検
討
委
員
会
を
十
月
以
降
に
立
ち
上
げ
、
地
域

の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
十
分
拝
聴
し
、
再
生
構

想
検
討
委
員
会
の
結
果
報
告
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
具
体
的
な
活
用
策
を
検
討
し
た
い
。

本
庁
舎
移
転
の
考
え
は

問

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
を
西
彼
総
合
支
所
の
移
転

先
へ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
際
、
知
名

度
の
高
さ
を
活
か
し
、
本
庁
の
移
転
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

市
長

景
観
に
す
ぐ
れ
、
良
好
な
自
然
環
境
と

雰
囲
気
の
空
間
を
有
し
、
建
物
の
建
築
面
積
も

広
く
、
全
体
で
の
執
務
ス
ペ
ー
ス
は
十
分
確
保

で
き
る
と
判
断
す
る
が
、
独
立
し
た
建
物
が
多

く
、
本
庁
舎
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
大
変
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

本
市
の
入
札
制
度
状
況
は

問

本
市
に
本
社
を
置
く
企
業
に
対
し
、
そ
の

指
名
率
、
そ
の
指
名
の
行
わ
れ
方
は
。

市
長

西
海
市
に
本
社
を
置
く
企
業
に
対
す
る

指
名
率
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
指
名

競
争
に
よ
る
公
共
工
事
の
発
注
件
数
は
、
八
月

末
現
在
で
七
十
五
件
で
あ
る
。

そ
の
延
べ
指
名
総
数
は
六
百
十
五
社
で
、
市

内
業
者
は
、
四
百
五
十
七
社
と
な
っ
て
い
る
。

指
名
率
は
、
七
十
四
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
れ

問

各
窓
口
の
住
民
に
対
し
て
、
各
課
の
対
応

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
長

職
員
は
西
海
市
組
織
規
則
に
基
づ
き
、

各
課
に
分
掌
さ
れ
て
い
る
行
政
事
務
を
適
切
に
、

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
国
・
県
に
係
る
事
務
に
つ

い
て
も
対
応
し
て
い
る
。

問

役
所
内
各
部
課
の
横
の
つ
な
が
り
を
把
握

し
て
い
る
か
。

市
長

課
を
越
え
た
横
の
連
携
は
大
変
重
要
で

あ
り
、
事
務
に
応
じ
た
処
理
に
努
め
て
い
る
。

問

各
総
合
支
所
と
本
庁
の
連
絡
は
、
密
に
と

れ
て
い
る
の
か
。

市
長

月
一

度
の
会
議
を

開
き
連
絡
を

密
に
と
り
、

情
報
の
共
有

化
を
図
っ
て

い
る
。

要
望
書
の
取
扱
い
は

問

住
民
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
声
が
行
政
へ
届
き
、
そ
し
て
各
地
区
へ
回

答
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長

各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
る
要
望
書
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
要
望
書
の
原
本
す
べ
て
を

総
務
課
に
集
約
し
、
内
容
に
応
じ
て
各
所
管
課

へ
そ
の
写
し
を
渡
し
、
要
望
事
項
へ
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
道
路
改
良
、

側
溝
整
備
等
の
土
木
関
連
が
多
く
を
占
め
て
お

り
、
優
先
性
の
高
い
案
件
か
ら
順
次
対
応
し
て

い
る
。

学校田で稲刈りをする児童と地域住民

市によせられた要望書
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Ｃ

Ａ

Ｂ

たぐち・のぼる

田口 昇
議員

たがわ・まさき

田川 正毅
議員

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
の
再
生
と

西
彼
総
合
支
所
移
転
は

問

昨
年
度
末
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
施
設
の
利
活
用

の
公
募
に
応
じ
た
企
業
へ
の
対
応
は
。

市
長

去
る
七
月
、
経
過
を
報
告
し
、
施
設
の

売
却
に
つ
い
て
は
正
式
に
お
断
り
申
し
上
げ
、

了
解
を
得
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
方
法
で
の
利

活
用
へ
の
協
力
は
、
引
き
続
き
協
議
を
行
う
。

問

再
生
へ
の
具
体
的
な
活
用
策
は
。

市
長

再
生
検
討
委
員
会
を
十
月
に
立
ち
上
げ
、

地
域
の
皆
様
の
声
を
拝
聴
し
具
現
化
し
た
い
。

Ａ
地
区
は
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
と
し
て
来
年
度
の

早
い
時
期
に
一
部
活
用
、
Ｂ
地
区
は
公
共
施
設

と
商
業
施
設
を
す
み
分
け
、
Ｃ
地
区
は
保
健
福

祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
企
業
誘
致
的
な
発
想
で
活
用

し
た
い
。
二
十
四
年
度
ま
で
に
開
設
予
定
。

問

総
合
支
所
移
転
の
長
所
・
短
所
は
。

市
長

築
後
四
十
四
年
を
経
過
し
、
耐
震
補
強

工
事
、
雨
漏
り
等
の
修
繕
費
用
が
旧
オ
ラ
ン
ダ

村
の
施
設
整
備
に
充
当
で
き
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
市
民
の
利
便
性
に
課
題
が
残
る
。

問

総
合
支
所
移
転
の
経
費
と
再
生
に
向
け
て

の
財
源
は
。

市
長

活
用
で
き
る
助
成
金
等
摸
索
し
た
が
、

活
用
で
き
る
制
度
が
な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

今
回
の
臨
時
交
付
金
が
活
用
で
き
、
普
通
交
付

税
と
繰
越
金
の
確
定
に
よ
り
一
般
財
源
が
確
保

で
き
対
応
し
た
。
総
合
支
所
に
か
か
る
部
分
の

経
費
は
、
五
千
五
百
万
円
程
度
で
現
地
で
の
改

築
よ
り
安
く
済
む
。

一
〇
〇
人
雇
用
創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
企
業
立
地

適
地
調
査
の
成
果
は

問

雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
と
成
果

及
び
本
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

市
長

昨
年
度
実
績
は
、
残
念
な
が
ら
無
し
。

現
在
、
企
業
用
地
市
内
適
地
選
定
と
各
関
係
機

関
か
ら
の
情
報
収
集
等
行
っ
て
い
る
。

問

企
業
立
地
適
地
調
査
の
成
果
は
。

市
長

西
海
市
内
の
造
成
可
能
な
候
補
地
は
、

八
箇
所
。
最
終
的
に
二
箇
所
を
選
定
す
る
。

問

市
内
の
雇
用
状
況
と
、
新
卒
者
の
就
職
内

定
状
況
は
。

市
長

管
内
の
月
間
有
効
求
人
倍
率
は
、
パ
ー

ト
を
含
み
〇
・
二
五
倍
。
市
内
高
校
の
卒
業
予

定
者
二
百
七
十
二
人
、
就
職
者
百
五
十
一
人
、

市
内
就
職
者
三
十
一
人
で
あ
る
。

問

企
業
誘
致
の
見
通
し
は
。

市
長

県
企
業
振
興
・
立
地
推
進
本
部
と
連
携

し
情
報
を
収
集
し
た
。
工
業
団
地
の
必
要
性
が

あ
る
と
い
う
判
断
に
立
ち
、
企
業
適
地
調
査
を

も
と
に
整
備
を
行
い
た
い
。

臨
時
交
付
金
の
利
活
用
は

問

政
府
は
四
月
に
経
済
対
策
閣
僚
会
議
に
お

い
て
、
十
五
兆
四
千
億
円
の
補
正
予
算
を
打
ち

出
し
た
。
�
経
済
の
底
割
れ
回
避

�
未
来
へ

の
投
資

�
安
心
と
活
力
の
実
現

そ
の
中
に

地
方
公
共
団
体
へ
の
配
慮
も
あ
る
。
西
海
市
に

は
七
億
六
千
二
百
万
円
の
予
算
配
分
が
な
さ
れ
、

二
十
五
項
目
の
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
手
順
は
。

市
長

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
安
心
安
全
の

実
現
、
そ
の
他
、
将
来
に
向
け
た
地
域
の
実
情

に
応
じ
、
積
極
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
配
分
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
な
事
業
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
型
バ
ス
の
導
入
、
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
利
活
用

事
業
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、

漁
港
改
修
事
業
等
で
あ
る
。
今
回
の
交
付
金
は

想
定
外
の
臨
時
収
入
で
あ
る
か
ら
、
事
業
の
前

倒
し
や
後
年
度
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
も
あ

り
一
部
、
政
策
と
し
て
の
事
業
も
盛
り
込
ん
だ
。

問

実
施
計
画
提
出
期
限
は
六
月
三
十
日
で
、

最
終
認
定
が
九
月
末
か
ら
十
月
と
聞
い
て
い
る

が
。

財
務
課
長

六
月
三
十
日
に
、
県
に
対
し
事
業

申
請
し
て
い
る
。

問

西
海
市
は
九
月
議
会
で
の
承
認
と
な
る
が
、

他
の
自
治
体
で
は
、
早
期
に
臨
時
会
を
開
き
認

め
て
い
る
。
市
民
の
声
を
よ
り
多
く
聞
き
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
市
長
が
、
な

ぜ
よ
り
早
く
市
民
や
議
会
に
情
報
を
提
示
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
、
残
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

予
算
こ
そ
、
い

ま
市
民
が
最
も

苦
し
ん
で
い
る

イ
ノ
シ
シ
対
策

に
活
用
す
べ
き

で
あ
っ
た
。

市
長

ご
指
摘

の
点
に
つ
い
て

は
、
今
後
十
分

注
意
す
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
エ
コ
事
業
の

推
進
を

問

グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
が
世

界
の
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。
麻
生
総
理
も
日
本

版
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
し
て
新
規
雇
用
創
出
計

画
を
打
ち
出
し
、
ま
も
な
く
発
足
す
る
民
主
党

政
権
で
も
、
温
室
効
果
ガ
ス
二
十
五
％
削
減
を

公
約
し
て
い
る
。
松
島
に
火
力
発
電
所
を
有
す

る
西
海
市
に
お
い
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

風
力
・
太
陽
光
発
電
を
誘
致
し
実
証
実
験
の
場

と
し
て
、
電
気
の
ま
ち
・
電
気
の
島
構
想
を
提

案
す
る
。

市
長

電
源
開
発
を
始
め
と
し
た
関
係
事
業
者

と
連
携
し
、
関
係
地
区
や
住
民
の
皆
様
の
意
見

を
踏
ま
え
環
境
に
配
慮
し
た
先
進
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
推
進
す
る
。
バ
イ
オ
等
も
活
用

し
た
資
源
の
活
用
が
今
後
主
流
と
な
る
と
思
う
。

即
応
で
き
る
よ
う
に
研
究
努
力
す
る
。

国道２０６
旧オランダ村ブロック割

崎戸にある風力発電



なかお・きよとし

中尾 清敏
議員

こじま・としき

小嶋 俊樹
議員

天
然
記
念
物
・
七
ツ
釜
鍾
乳
洞

調
査
事
業
に
着
手
し
て
い
る
が

問

国
指
定
後
七
十
数
年
に
し
て
、
本
格
的
な

学
術
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
調
査
目
的
は
何

か
。教

育
長

昭
和
十
一
年
国
の
天
然
記
念
物
と
し

て
指
定
を
受
け
た
。清
水
川
流
域
の
、戸
五
郎
・

せ
ん

野
間
・
椎
ノ
木
・
十
善
寺
・
狩
底
、
約
百
三
十

六
�
の
広
大
な
指
定
範
囲
で
あ
る
。
指
定
に
隣

接
す
る
地
域
で
新
た
に
複
数
の
鍾
乳
洞
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
文
化
庁
の
指
導
の
も
と
、
地
質

学
・
古
生
物
学
・
洞
窟
学
・
洞
窟
環
境
学
・
水

質
化
学
の
五
分
野
の
調
査
を
実
施
す
る
。

問

指
定
範
囲
内
に
田
畑
や
果
樹
園
な
ど
農
地

が
広
が
っ
て
い
る
。
現
状
変
更
の
行
為
に
つ
い

て
地
元
住
民
は
困
惑
し
て
い
る
が
。

教
育
長

現
状
を
変
更
し
又
保
存
に
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
文
化
庁
の

許
可
を
受

け
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
今
後
、

国
・
県
と

協
議
し
て

い
き
た
い
。

七
ツ
釜
鍾
乳
洞
・
西
海
楽
園
・

多
目
的
広
場

一
体
化
し
た
取
り
組
み
を

問

家
族
利
用
、

グ
ル
ー
プ
利
用
、

野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
、
公
式
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
設
置
を
求
め

る
。

市
長

現
段
階

で
は
伊
佐
ノ
浦
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
等

の
類
似
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
財
政
健
全

化
を
目
差
す
な
か
、
前
倒
し
で
の
施
設
設
置
は

難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問

鍾
乳
洞
は
西
海
市
の
顔
、
西
海
地
区
の
観

光
を
担
う
重
要
な
拠
点
で
あ
る
。
基
本
構
想
・

健
康
の
里
さ
い
か
い
の
実
現
の
た
め
、
西
海
楽

園
・
多
目
的
広
場
と
一
体
化
し
た
取
り
組
み
を

図
れ
。

市
長

九
州
の
中
で
も
価
値
あ
る
鍾
乳
洞
で
あ

る
。
長
い
歴
史
の
遺
産
を
う
ま
く
組
み
合
せ
た

発
展
も
で
き
る
よ
う
、
年
間
を
通
じ
て
観
光
客

の
方
が
訪
れ
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
は
絶
対
必

要
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
協
力
を
願
い
た
い
。
西
海
楽
園
に
つ

い
て
既
に
意
欲
的
な
考
え
を
も
つ
民
間
会
社
の

問
合
せ
も
あ
り
、
民
間
で
の
活
用
策
を
検
討
し

て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
計
画
は

問

合
併
協
定
書
に
よ
れ
ば
、
新
庁
舎
の
建
設

は
合
併
後
五
年
以
内
に
結
論
を
得
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
議
会
も
市
側
も
そ
の
後
、
見
送
り
の

感
が
あ
る
。
財
源
の
確
保
な
ど
が
で
き
な
い
と

い
う
理
由
で
、
こ
の
ま
ま
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
中

心
地
を
つ
く
ら
な
く
て
い
い
の
か
。

市
長

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
財
源
の
積
み
立
て
が
な
く
、
現
在
予
定
し

て
い
る
大
型
事
業
の
推
進
と
並
行
し
て
建
設
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

仮
に
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
と
し
て
も
一

時
的
に
二
十
一
億
八
千
万
円
の
一
般
財
源
が
必

要
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
建
設

は
無
理
と
考
え
る
。

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
は

問

敷
地
造
成
の
変
更
に
伴
う
工
事
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

市
長

最
終
的
に
は
当
初
の
計
画
ど
お
り
、
平

成
二
十
四
年
四
月
稼
動
に
変
更
は
な
い
。
造
成

工
事
期
間
は
本
年
十
一
月
か
ら
平
成
二
十
二
年

十
二
月
ま
で
、
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
は
平
成
二
十

三
年
一
月
か
ら
着
工
す
る
。

問

当
初
の
予
算
額
よ
り
多
額
の
工
事
費
が
必

要
に
な
っ
た
一
番
の
理
由
は
何
か
。

市
長

地
質
調
査
の
結
果
、
地
す
べ
り
の
可
能

性
が
判
明
し
た
。
地
盤
安
定
の
た
め
計
画
安
全

率
を
確
保
で
き
る
地
盤
ま
で
掘
り
下
げ
る
必
要

が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
に
計
画
の
約
四
倍
の

く
っ
さ
く

の
り
め
ん

掘
削
土
量
が
発
生
し
、
法
面
処
理
等
の
費
用
が

増
加
し
た
。

総
合
支
所
の
充
実
を

問

各
旧
町
時
代
の
庁
舎
を
支
所
と
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
と
し
て
い
る
。
最
近
、
こ
の

窓
口
業
務
の
人
員
削
減
の
計
画
が
出
て
い
る
よ

う
だ
が
。

市
長

合
併
当
初
か
ら
段
階
的
に
本
庁
集
約
型

の
組
織
改
編
を
実
施
し
て
き
た
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
効
率
的
な
事
務
事
業
の
推
進
が
必

要
で
あ
る
。
現
在
実
施
し
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
す
べ
て
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
到
底
不
可
能

で
あ
り
、
機
構
改
革
の
中
で
総
合
支
所
の
見
直

し
も
出
て
く
る
。

問

総
合
支
所
の
今
後
の
方
向
性
は
ど
う
な
る

か
。

市
長

現
状
の
利
用
状
況
を
見
た
と
き
に
将
来

の
施
設
更
新
に
向
け
て
施
設
の
統
廃
合
も
視
野

に
入
れ
た
検
討
が
必
要
だ
。

た
だ
、
各
総
合
支
所
は
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
。
総
合
支
所

長
を
中
心
と
し
て
、
行
政
区
長
会
や
地
域
審
議

会
等
と
も
連
携
し
、
総
合
支
所
の
あ
り
方
と
地

域
活
性
化
へ
の
方
策
を
検
討
、
実
践
し
た
い
。

七ツ釜鍾乳洞入口付近

西海楽園
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すぎもと・ひでのぶ

杉本 秀伸
議員

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
の
活
用
方
針
は

問

西
彼
総
合
支
所
を
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
に
移
転

す
る
方
針
を
決
め
た
経
緯
は
。

市
長

こ
の
施
設
は
売
却
す
る
に
は
大
変
無
理

が
あ
る
と
判
断
し
、
西
海
市
の
貴
重
な
財
産
と

し
て
有
効
活
用
で
き
る
と
考
え
た
。

問

西
彼
総
合
支
所
移
転
と
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
の

活
用
に
つ
い
て
は
別
々
の
問
題
と
思
う
が
。
特

に
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
全
体

計
画
を
つ
く
っ
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長

西
彼
総
合
支
所
の
耐
震
対
策
が
急
を
要

す
る
と
判
断
し
て
、
改
修
、
新
築
、
移
転
の
三

案
を
検
討
し
た
結
果
、
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
へ
の
移

転
が
最
良
の
方
法
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

支
所
を
旧
オ
ラ
ン
ダ
村
に
移
転
し
て
西
彼
地

域
の
核
と
し
て
の
役
割
を
持
た
せ
る
こ
と
で
再

生
の
足
が
か
り
に
な
る
と
判
断
し
た
。

問

総
合
支
所
移
転
に
よ
っ
て
周
辺
地
区
や
地

域
住
民
へ
の
影
響
は
。

市
長

支
所
が
知
名
度
の
高
い
旧
オ
ラ
ン
ダ
村

へ
移
転
す
る
こ
と
で
、
西
海
市
が
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
ら
れ
、
様
々
な
面
で
効
果
が
期
待
で

き
る
。
一
方
、
現
在
の
支
所
の
周
辺
に
農
協
、

銀
行
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
集
ま
っ
て
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
用
件
が
一
箇
所
で
済
ま
さ
れ
な
い

課
題
が
残
る
。

問

西
彼
町
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
と
理
解
は
得

ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
長

住
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る

努
力
を
行
い
た
い
。

問

こ
の
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
に
つ

い
て
。
今
後
予
想
さ
れ
る
財
政
出
動
は
。

市
長

こ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
の
一
次
補

正
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
と
一
般
財
源
で
対
応
す
る
。

問

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
を
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
総
合
支
所
な
ど
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

は
公
共
と
民
間
の
施
設
に
と
い
う
計
画
だ
が
、

今
回
の
補
正
予
算
一
億
五
千
六
百
万
円
で
そ
れ

以
上
の
市
の
負
担
は
な
い
の
か
。

市
長

Ｂ
ゾ
ー
ン
に
は
公
共
の
お
金
は
使
わ
な

い
こ
と
が
基
本
だ
。
特
に
海
岸
部
分
の
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
は
、
補
修
す
る
に
は
非
常
に
無
理
が
あ

る
の
で
民
間
が
必
要
で
あ
れ
ば
民
間
で
や
っ
て

も
ら
う
。
民
間
の
有
力
な
会
社
の
参
入
希
望
が

あ
っ
て
い
る
の
で
民
間
活
力
で
や
っ
て
も
ら
う
。

Ｃ
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

問

総
合
支
所
の
消
防
体
制
の
あ
り
方
と
し
て
、

本
部
隊
を
周
辺
の
企
業
と
連
係
し
て
緊
急
の
体

制
を
と
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

各
総
合
支
所
に
は
十
六
人
前
後
の
職
員

し
か
お
ら
ず
、
近
隣
の
企
業
な
ど
に
理
解
を
得

な
が
ら
本
部
隊
の
体
制
を
緊
急
に
整
備
し
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
に
関
す
る
造
成
費
用
に
つ
い
て

総
合
支
所
の
あ
り
方
は

問

市
長
は
今
後
、
総
合
支
所
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
ど
の

よ
う
な
見
直
し
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

行
政
区
長
会
か
ら
配
置
職
員
の
増
員
を

ひ
へ
い

求
め
る
声
も
聞
く
が
、
地
域
の
疲
弊
を
職
員
の

増
員
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
施
策

で
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

総
合

支
所
に
、

自
由
に
使

え
る
百
万

円
の
予
算

枠
が
あ
る

が
、
も
う

少
し
総
合

支
所
長
に

裁
量
権
を

与
え
る
べ

き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
地
域
の
こ
と
は
何
が

必
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
本
庁

よ
り
も
何
倍
も
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

総
合
支
所
の
信
頼
は
、
裁
量
権
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
総
合
支

所
に
も
っ
と
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
ど
の
よ
う

な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
。

市
長

精
い
っ
ぱ
い
の
裁
量
権
を
与
え
、
総
合

支
所
長
、
課
長
を
通
じ
職
員
の
仕
事
に
対
す
る

志
気
高
揚
を
指
導
し
、
職
員
の
頑
張
り
が
市
民

の
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
市
政
を
目
指

し
た
い
。

市
立
病
院
の
行
方
は

問

今
回
の
病
院
会
計
補
正
の
中
で
、
医
業
収

益
の
見
込
み
違
い
が
三
千
万
円
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
ど
の

よ
う
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
か
。

行
政
改
革
担
当
理
事

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

は
現
在
二
億
七
千
六
百
万
円
で
あ
る
。

市
立
病
院
事
務
長

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、

入
院
患
者
数
が
こ
の
数
箇
月
間
五
十
％
を
切
っ

て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
と

判
断
し
て
い
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
取
り
組
み
は

問

八
月
二
十
七
日
に
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
が
発
表
さ
れ
た
。
西
海
市
の
結
果
、
西
海
市

の
課
題
、
学
力
向
上
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

聞
き
た
い
。

教
育
長

中
学
校
に
つ
い
て
は
国
語
の
知
識
と

活
用
の
両
方
と
、
数
学
の
活
用
が
全
国
・
県
の

平
均
を
上
回
っ
た
。
数
学
の
知
識
に
つ
い
て
は

ほ
ぼ
平
均
で
あ
っ
た
。
小
学
校
は
国
語
の
知
識

が
県
の
平
均
を
上
回
り
、
国
語
の
活
用
、
算
数

の
知
識
と
活
用
が
全
国
・
県
の
平
均
を
若
干
下

回
っ
た
。

各
学
校
で
の
取
り
組
み
に
着
実
な
効
果
が
出

て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

すぎざわ・やすひこ

杉澤 泰彦
議員

裁量権の拡大が求められる総合支所

これが聞きたい！！　 一　般　質　問　
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いだ・としさだ

井田 利定
議員

汚泥再生処理センター建設予定地
（大瀬戸町）

予定地

さかた・としお

佐嘉田 敏雄
議員

耕作道

西
海
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問

合
併
後
、
一
期
四
年
を
経
過
し
た
西
海
市

の
財
政
状
況
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た

が
、
平
成
二
十
年
度
決
算
で
は
、
大
幅
な
財
政

健
全
化
が
図
ら
れ
た
。
前
・
山
下
市
政
の
財
政

運
営
の
手
腕
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。

市
長

堅
実
な
施
策
を
展
開
し
、
各
種
財
政
指

数
の
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
。

堅
実
な
財
政
運
営
を
基
本
に
、
行
財
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問

今
後
四
年
間
で
予
定
さ
れ
て
い
る
大
型
事

業
と
予
算
規
模
は
。

財
政
管
理
課
長

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
、
ご

み
処
理
施
設
、
学
校
の
耐
震
化
事
業
等
、
総
事

業
費
百
億
円
を
超
え
る
。

問

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
補
正
予
算
に

四
億
五
百
七
十
七
万
九
千
円
が
計
上
し
て
あ
る

が
、
確
実
に
地
質
調
査
を
や
っ
て
い
れ
ば
、
不

要
な
支
出
で
な
か
っ
た
の
か
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長

予
期
せ
ぬ
事
態
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
お
わ
び
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
緊
急
対
策
臨

時
交
付
金
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い

て
は
遺
憾
な
こ
と
だ
と
思
う
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

問

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
秋
か
ら
冬
に
か

け
流
行
の
兆
し
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民

の
安
心
安
全
対
策
は
万
全
か
。

市
長

市
民
の
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
と
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
勘
案
し
な
が
ら
、
西
海
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画
の
柔
軟
で
弾
力
的

な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
感
染
予
防
並
び
に

感
染
し
た
場
合
の
医
療
機
関
へ
の
早
期
受
診
に

つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
。

問

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
用
ワ
ク
チ
ン
の
対

応
は
。

保
健
福
祉
部
長

国
の
方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
な

い
た
め
未
定
で
あ
る
。

市
内
事
業
者
の
経
営
安
定
化
は

問

市
内
の
国
・
県
道
の
維
持
管
理
を
県
か
ら

委
託
を
受
け
、
市
内
事
業
者
に
発
注
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長

平
成
十
八
年
度
ま
で
は
県
か
ら
委
託
を

受
け
実
施
し
て
い
た
が
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

は
、
県
が
直
接
業
者
へ
発
注
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
後
は
国
・
県
道
の
除
草
作
業
の
早
期
発

注
と
、
市
内
業
者
の
優
先
指
名
に
つ
い
て
要
望

す
る
。

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
充
当
事
業
は

問

経
済
対
策
・
地
域
活
性
の
交
付
金
で
あ
る

が
、
何
を
基
準
に
し
て
事
業
申
請
し
た
の
か
。

市
長

七
億
六
千
二
百
二
万
二
千
円
が
交
付
さ

れ
る
見
込
み
で
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
事
業

を
重
点
に
計
上
し
て
い
る
。

市
内
産
業
の
活
性
化
を
促
す
と
と
も
に
、
総

合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

西
彼
総
合
支
所
耐
震
診
断
結
果

に
基
づ
く
対
応
策
は

問

耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
る
市
有
建
築
物

と
、
そ
れ
に
か
か
る
耐
震
工
事
額
は
。

市
長

庁
舎
で
五
施
設
。
体
育
館
、
集
会
所
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
公
営
住
宅
で
九
施
設
。
費
用

は
六
億
二
千
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。
小
・
中
学

校
の
校
舎
、
体
育
館
は
二
十
九
棟
で
要
す
る
費

用
は
三
十
二
億
七
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問

西
彼
総
合
支
所
を
優
先
し
て
対
策
を
講
ず

る
理
由
は
。

市
長

他
の
施
設
と
比
較
し
て
、
特
に
一
階
部

分
の
耐
震
性
が
〇
・
一
七
と
極
端
に
低
い
こ
と

か
ら
、
優
先
し
て
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。
大

島
・
崎
戸
総
合
支
所
は
補
強
工
事
を
行
い
た
い
。

問

旧
オ
ラ
ン
ダ
村
に
人
の
流
れ
を
つ
く
る
具

体
的
方
策
は
。

市
長

西
彼
総
合
支
所
を
移
転
し
、
人
の
出
入

り
を
行
い
再
生
の
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
。

問

市
民
・
地
域
住
民
の
利
便
性
が
高
い
周
辺

で
あ
る
が
、
具
体
的
活
性
化
方
策
は
あ
る
の
か
。

市
長

現
在
地
は
、
生
活
の
拠
点
的
地
域
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
地
域
審
議
会
や
地
域
住

民
と
も
話
し
合
い
を
行
い
な
が
ら
、
有
効
的
な

方
策
を
講
じ
て
行
き
た
い
。

農
道
の
整
備
を
図
れ

問

遊
休
地
対
策
の
取
り
組
み
と
畑
地
利
活
用

の
た
め
、
農
道
の
整
備
は
緊
急
的
取
り
組
み
で

あ
る
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

遊
休
農
地
の
拡
大
の
原
因
は
、
利
便
性

の
悪
さ
が
上
げ
ら
れ
る
。
国
・
県
の
耕
作
放
棄

地
対
策
で
暗
渠
排
水
、
耕
作
道
の
整
備
が
で
き

る
が
、
二
十
一
年
度
限
り
の
補
助
事
業
で
あ
る
。

来
年
度
、
農
地
の
有
効
活
用
の
た
め
の
事
業

内
容
の
拡
充
を
行
い
、
耕
作
道
等
の
整
備
も
実

施
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
い
た
い
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て

山
口

滉
大

僕
が
生
徒
会
長
に
な
っ
て
か

ら
、
早
い
も
の
で
も
う
一
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

最
初
の
頃
は
、
話
合
い
を
う
ま

く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
自
分
が
生
徒
会
長
で
い
い
の

だ
ろ
う
か
。」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
生
徒

会
長
と
し
て
何
か
学
校
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
、
思
い
つ
い
た
の
が
「
プ
ル

タ
ブ
集
め
」
で
し
た
。
プ
ル
タ

ブ
は
何
年
か
前
の
先
輩
方
も
し

て
お
り
、
集
め
ら
れ
た
プ
ル
タ

ブ
が
生
徒
会
室
に
あ
り
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
も
の
は
ほ
ん
の
少

し
で
し
た
が
、
僕
は
そ
の
プ
ル

タ
ブ
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
生
徒
会
役
員
に

相
談
し
、
学
校
の
み
ん
な
に
呼

び
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
現
在

で
は
、
数
万
と
い
う
数
の
プ
ル

タ
ブ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
何
か

を
購
入
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
足

り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
集
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
海
北
中
は
、
プ
ル
タ
ブ
集

め
の
他
に
も
、三
学
期
に
は「
古

ハ
ガ
キ
集
め
」
な
ど
も
行
い
ま

す
。
つ
い
先
日
の
十
月
三
日
に

は
、「
よ
か
と
こ
ろ
」
で
募
金

活
動
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、今
月
は
全
校
生
徒
で「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
生
徒
会
で
は
こ
の

よ
う
に
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
僕
た
ち
の
行
動
が
、

少
し
で
も
何
か
の
た
め
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
「
強
制
し
た
り
強
要
し
た
り
、

さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
も
の
で
は

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
募
金
活
動
で
、
お
金
を

入
れ
な
か
っ
た
人
を
責
め
る
こ

と
は
し
ま
せ
ん
。
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
が
、
そ
の
人
自
身
の

善
意
の
表
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
り
、
自
分
の
意
志
で
活
動

す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で

す
。
僕
の
生
徒
会
長
と
し
て
の

任
期
も
、
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
残
り
少
な
い
時
間
の

中
で
、
少
し
で
も
人
の
役
に
立

つ
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

も
っ
と
活
用
で
き
な
い
か
！

「
お
父
さ
ん
、
下
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
ば
し
て
遊
ん

だ
ら
だ
め
と
」
と
、
息
子
は
息

を
は
ず
ま
せ
、
帰
宅
直
後
の
私

に
言
っ
た
。「
だ
い
が
言
う
た

と
ね
」
と
私
が
問
い
返
す
と
、

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ば
す
る
、
じ

い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
」

と
答
え
た
。
そ
の
時
息
子
は
、

小
学
四
年
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
よ

ほ
ど
自
分
の
心
の
中
に
残
っ
て

い
た
の
か
、
中
学
生
に
な
り
校

内
の
弁
論
大
会
で
、
彼
は
そ
の

時
の
こ
と
を
切
々
と
訴
え
た
。

「
子
ど
も
達
に
も
遊
び
場
を
く

だ
さ
い
」
と
。
そ
れ
か
ら
約
二

十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
以
来
子
ど
も
達
は
、
家
の

中
に
入
り
込
み
、
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
全

部
の
子
ど
も
達
が
そ
う
だ
と
は

思
わ
な
い
が
。）

と
こ
ろ
で
、
旧
西
海
町
地
区

に
は
、
各
地
域
で
集
会
所
を
所

有
し
て
い
る
。
当
時
の
町
の
補

助
を
利
用
し
て
、
各
地
に
設
け

ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
地
域

で
の
納
税
集
金
や
、
春
と
秋
の

市
道
清
掃
時
の
慰
労
会
、
郷
民

運
動
会
の
打
ち
上
げ
、
地
区
敬

老
会
の
練
習
や
準
備
等
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
月
に
す
る
と
、

三
回
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
こ
を
も
っ
と
活
用
し
て
子
ど

も
達
と
老
人
、
地
域
の
人
々
の

交
流
等
を
も
っ
と
積
極
的
に
活

用
で
き
な
い
も
の
か
と
思
う
。

例
え
ば
、
月
に
一
、
二
回
で
も
、

老
人
と
子
ど
も
達
が
一
緒
に
遊

べ
る
場
所
と
し
て
開
放
し
た
り
、

雨
日
和
に
は
、
農
家
の
お
母
さ

ん
達
が
寄
り
合
い
、
料
理
作
り

等
を
す
る
の
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
行
政
か
ら
の
補

助
も
あ
っ
て
、
成
り
立
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
場
所
と

し
て
、
自
助
努
力
を
含
め
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
政
権
交
代
の

今
、
私
達
も
、
も
っ
と
議
会
や

議
員
の
皆
さ
ん
と
近
づ
い
て
、

市
の
発
展
を
見
つ
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
冒
頭
で
述
べ
た

よ
う
な
老
人
と
子
ど
も
達
の
問

題
も
、
少
し
ず
つ
解
決
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

西
海
町
黒
口
在
住野

口

守

秋
も
深
ま
り
、
市
内
各
地

で
は
地
域
伝
統
の
お
祭
り
や
、

各
種
行
事
が
と
り
お
こ
な
わ

れ
、
子
ど
も
達
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
く
の
笑
顔
で
溢
れ

た
よ
う
で
す
。

世
の
中
で
は
今
ま
さ
に
、

世
界
で
も
、
わ
が
国
に
お
い

て
も
か
つ
て
経
験
の
な
い
大

き
な
変
革
が
あ
り
、
新
し
い

歴
史
が
時
を
刻
み
始
め
ま
し

た
。
こ
う
し
た
う
ね
り
の
中
、

様
々
な
想
定
の
も
と
里
づ
く

り
を
進
め
ま
す
が
、
古
く
か

ら
西
海
市
が
大
切
に
育
ん
で

き
た
人
や
心
、
環
境
、
資
源

な
ど
の
貴
重
な
財
産
を
、
大

切
に
有
効
活
用
し
、「
西
海

市
ら
し
さ
」
を
創
造
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。
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